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第46回日本畜産学会北海道支部大会
1990年9月21日(金〉

会場:江別市あおいホール(江別市野幌町〉

大会次第

9:00........12:00 一般講演(第1， 2会場)

13:00........14:40 一般講演(第1， 2会場)

14:50........16:50 シンポジウム(第 1会場)

「組飼料主体の反努家畜生産」

16:50'"'-'17:20 総会 j 

17:30........19:30 懇親会

一般講演について

講演時間 1 0分

討論時間 2分
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一般講演およびシンポジウム座長名簿

講演番号 座 長

r、、J 4 楢崎 昇
午

崎第 5 F、、J 7 JlI 勉

一 8 p、、J 10 岡本明 治

lzzh z 
目リ
11 r、、〆 14 杉本亘之

場 午 15 ~ 18 竹下 潔

後 .19' ~ 22 新 出 陽二

23 ~ 25 
午

山崎 利

第 26 ~ 28 回 村千秋

一 29 ~ 31 仮屋嘉 由一

lZ三h三
目り
32 ~ 33 小山久一

場 午 34 ~ 37 安藤功 一

{麦 38 ~ 40 高橋興威

シンポジウム
所 和 暢

近藤誠司

1990年度支部総会議事

1. 1989年度庶務報告

2. 1989年度会計報告

3. 1989年度会計監査報告

4. 1990年度事業計画

5. 1990年度予算

6. 次期役員選出

7.その他
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会場案内図

あおいホール(江別市野幌町41 あおいビル電:011-385-1211) 

交通案内

jR野幌駅より徒歩10分

(札幌駅より野幌までjR線で約25分)

なお会場には駐車場がありませんので、ご留意下さい。

昼食・懇親会の申し込みについて

昼食(600円)，懇親会(3， 000円)につきましては，酪農学園大学のご協力で内容豊

かなものが準備されています。まだ申し込まれていない方も、多数申し込まれるようお願

い致します(代金は当日支払い下さしリ。

申し込み期限:9月10日

申し込み先 : 069 江別市文京台緑町 582-1 

酪農学園大学酪農学科 西埜進
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シンポジウム

「粗飼料主体の反努家畜生産J / ~仰戸:

準金銅主主給与時における泌字国盟タ乳牛の乾物採食婁一

農林水産省北海道農業試験場畜産部 早 坂 貴代史

はじめに

近年，酪農家の高泌乳牛を飼養する傾向が高く

なってきている。平成元年の北海道乳検成績では，

経産牛l頭当り年間乳量が7，503kgで前年比2.7%

増を示し，また乳牛1頭当り年間10，OOOkg以上生

産する酪農家も66戸となり，前年にくらべ倍増し

ている。この様な背景には，乳牛の改良，乳生産

にみあう濃厚飼料の多給，良質組飼料の確保，飼

養技術の改善などが指摘されるD

こうした中で乳牛の乾物採食量 (DM1)がど

の程度になっているかは，その情報が少ない故に

不明な点が多い口その一つの例として，米国研究

評議会 (NRC)の飼養標準でのDMIの扱いを

みるとわかる。すなわち， NRCの標準では，

1978年版で「最大乾物摂取量の指針」としていた

のが， 1988年版では「泌乳中後期のDMI要求量J

として改訂し実測したDMIでなく，計算で求

められる提示に変わっている。また最近では，米

国の酪農家における乳牛の採食量レベルは， 1988 

年版のDMI要求量を上回ると指摘する識者もで

ている。

本報では，混合飼料給与した場合のDMIの推

定とそれに係わる 2，3の因子を指摘する。

1. 0 M Iに係わる要因

泌乳牛の自由採食量は，いろいろな要因が複雑

に絡み合って影響するが，いままでの研究から以

下のようにまとめられる。すなわち，①給与側

(主に飼料〉の要因として，飼料の水分，エネル

ギー含量，粗蛋白質含量，繊維含量，組飼料と濃

厚飼料の比，物理性(密度)，消化率，給与方法

(分離給与か混合給与か)，給飼回数，給餌量，

晴好性など，②乳牛側の要因として，体重， 4% 

乳脂補正乳量(乳量，乳脂率)，体重増減量，肥

痩，疾病，産次，分娩後日数，飼養経歴(特に育

成期)など，③乳牛をとりまく環境要因として温

湿度，気流，社会構造(他個体との関係)，管理

方式(タイストールかフリーストールか〉など

ーーである口

このように多くの要因によって影響されるので，

自由採食量をある標準値で示すことはむずかしい。

そこでおおよそこれ以上採食することはないとい

う最大採食量で示し，目安とするのが妥当と考え

る。

最大採食量をもたらす①の給与側の条件，とく

に飼料の条件としては，可消化養分総量 (TDN)

70"-'75%，粗蛋白質含量14"-'18%，組繊維16%，

ND F36%前後，粗飼料:濃厚飼料乾物比45: 55 

"-'55 : 45，乾物消化率68"-'72% といわれてい

る。これは，泌乳期別では泌乳前期の飼料設計に

ほぼ該当する。

2. DM  Iの推定

表1に，ホクレン畜産実験研修牧場(北海道訓

子府町〉の乳牛に泌乳前期用に調製された混合飼

料を給与し測定したDMIをもとに，②の乳牛

側の要因として，体重と 4%乳脂補正乳量 (FC 

M)を選び，適温環境下のDMIの推定値を示し

た。体重とFCMとからDMIを推定する精度が

高くなかったので，推定値の下に信頼率95%の区

間推定値をあわせて示した。また，推定値の横に

1988年版NRC標準のDMI要求量を表示した。

体重， FCM別のDMI推定値は，いずれもDM

I要求量を上回っていることがわかる。このこと
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は推定値が養分要求量以上の値であることを示し ている。

表 1. 混合飼料給与時における泌乳前期の乳牛の体重乳生産別乾物採食量

体重 (kg) 550 600 650 700 750 800 

4%乳脂補正乳 (kg)
25 22.4 22.8 (19.2J)) 23.12) 23.5 (20.3J 23.8 24. 1 (21. 6J 

(19. 1'"'-'25. 8) iり(19.6'"'-'26.0) (19.9'"'-'26.3) (20.2'"'-'26.8) (20.3'"'-'27.3) (20.3'"'-'28.0) 
30 23.5 23. 9 (21. OJ 24.2 24.6 (22.4J 24.9 25.2 (23.2J 

(20.0'"'-'27.1) (20.7'"'-'27.1) (21.2'"'-'27.3) (21.6'"'-'27.6) (21.8'"'-'28.0) (21.9--28.6) 
35 25.0 (22.2J 25.3 25.7 (23.8J 26.0 26.4 (24.8J 

(21.4'"'-'28.6) (22.0'"'-'28.6) (22.5'"'-'28.8) (22.9'"'-'29.1) (23.2'"'-'29.5) 
40 26.4 26.8 (25.2J 27.1 27.5 (26.4J 

(22.6'"'-'30.3) (23.2'"'-'30.4) (23.7'"'-'30.5) (24.1'"'-'30.8) 

)) 1988年NRC飼養標準にある乾物採食量の要求量
2)推定式:y=13.1684+0. 0068xw+0. 2213xト川

(y :乾物採食量 (kg)，x w :体重 (kg)，X FCM : 4 %手団旨補正乳量 (kg)) 
3)信頼率95%の区間推定値
条件:(1) 混合飼料は乾物率56'"'-'59%，TDN73'"'-'74%，粗蛋白質15'"'-'17%，粗繊維16%，N D F 43'"'-'46%で調製。
構成飼料は，乾物比で，グラスサイレージ17'"'-'22%，乾草29%，ビートパ/レプ8%，圧ぺん大麦2'"'-'9%，
配合飼料37%である。
(2) 泌乳ヰ14頭の分娩後100日間測定した採食量(残食量が原物で5--6 kg前後)をもとに推定した。

3 .混合飼料給与時のDMIに係わる

因子

(1) 給餌回数

組飼料と濃厚飼料を別々にわけで給与する分離

給与では，給餌回数を増やすと組飼料の採食量が

増加するとの報告がある。しかし混合飼料では

今までのところ給餌回数の増加による採食量増加

の報告はみあたらない。混合飼料給与の場合，組

飼料と濃厚飼料が同時に採食されることや， 1日

におよそ10--15回に分けて採食することから，第

一胃発酵の安定化の観点からも，混合飼料の給餌

回数は分離給与ほど考慮する必要はないと考える。

通常，給餌回数は1日に 2--3回でよいが，飼槽

の残食量が少ない場合や品質劣化している場合は，

給餌回数を増やす必要がある。

(2) 給餌量(残食量)

著者らによると，泌乳牛4頭に混合飼料を給与

した結果， 25.1kg/日の乾物給餌量に対してDM

Iは24.7kg/日， 28.1kg/日の給餌に対しては

26.6kg/日， 31. 1kg/日および34.1kg/日の給餌

に対して27.1kg/日となり，給餌量が増加するに

つれてDMIは増加した成績を得た。残食量が少

ないか，あるいは残食の品質が給餌飼料よりも劣

化している場合は，給餌量を増やさないとDMI

が低い値となる可能性がある。

(3) 混合給与

飼料の分離給与と混合給与との比較試験は多く

報告されているが， DMIに対する効果は，報告

によって異なっており，はっきりとしない。これ

は飼料条件の違いによるものと思われる。組飼料

の質が悪い場合，あるいは飼料中の粗飼料の割合

が高い場合には，分離給与にくらべ混合給与の方

がDMIが改善されると考える。酪農家に対する

普及指導上では，混合飼料給与が分離給与よりも

DMIが改善されるとしても問題ないであろう口

おわりに

泌乳牛のDMIに関する研究は，著者らのほか

に，道内では新得畜試が行っている。いずれもF

CM40kgまでの成績である。それ以上については，

新冠種畜牧場の成績があり，徐々にではあるが，

この方面の研究環境が醸成されつつある。
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シンポジウム

「粗飼料主体の肉用牛生産」

はじめに

北海道における肉用牛飼養頭数は， 1989年2月

現在， 26万 8，000頭となり，全国の約10%を占め

るに至っている。品種別には，酪農主産地である l

ことを反映して，乳用種が19万1，000頭と全体の

71%を占めているのが特徴である。肉専用種は7

万 6，500頭で，黒毛和種が約3分の 2を占めてい

るが府県に比べるとその割合は低い。褐毛和種，

日本短角種，アバディーンアンガスおよびへレフ

ォードの4品種は地域の営農実態に応じた生産基

盤を確立している。飼養形態別にみると，肉専用

種飼養農家のうち66%が繁殖経営で，乳用種飼養

農家のうち65%が晴育育成経営であり，素牛生産

農家が大部分を占めている。このために，北海道

内で肥育仕上げまで行われるのは，生産された子

牛の半分以下であり，本道の肉用牛生産は府県へ

の素牛供給基地としての性格が強い。

今後の肉用牛生産の方向としては，牛肉の需要

増大を見込んで，積極的な生産振興が図られよう

としている。北海道では， 1995年度における肉用

牛飼養頭数の目標を57万 5，000頭と設定している。

また，肥育素牛の道内仕向け率の向上ならびに産

地処理の推進により素牛供給基地から牛肉生産供

給基地への転換を図ろうとしている。

しかし一方で，牛肉の輸入自由化を来春に控

え，国内の牛肉生産を取り巻く状況は非常に厳し

い口牛肉需給量は図 1に示したように，乳用種お

よび和牛からの枝肉生産量はほぼ横ばい状態であ

るのに対して，外国からの輸入量が年々大きく増

加している。輸入自由化決定後も堅調に推移して

きた枝肉価格は， 1990年4月以降， B 2クラス以

下を中心に低下がみられ， 7月現在， B 3クラス

1， 100円弱， B 2クラスで 950円程度になってい

る。これに連動して，素牛価格も急落しており，

北海道立新得畜産試験場 西 邑 隆徳

1990年4月には14---15万円であった乳用雄子牛の

初生が， 7月現在，約7万円になっている。

900 

800 

700 

技 600

肉 500

T400 

ン300

200 

100 

0 

図1.牛肉の需給量

農林水産省統計情報部「食肉流通統計」

から作成

WZl和牛 ~ホル去勢牛 Eヨホル雌牛

-輸入牛肉

このような状況の中で，肉牛生産農家が生き残

っていくためには，生産コストの一層の低減が必

要であり，粗飼料生産基盤を持つ北海道において

は， これを活用した粗飼料主体型の肉用牛生産に

ついても積極的な取り組みが行われるべきである。

今回は，粗飼料主体の肉用牛生産について，肥

育方式と産肉性に関する研究を中心に紹介しそ

の問題点と今後の可能性について述べてみたい。

1 .肉用牛生産における粗飼料利用の

実態

乳用種による牛肉生産は，乳用雄子牛肥育と乳

廃牛(未経産および経産牛)肥育とがあり， これ

らで北海道における枝肉生産の90%以上を占める。

乳用雄子牛は6'"'-'7か月齢まで育成された後， 18 

か月齢程度まで肥育されるのが一般的である。出
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荷時体重は 700kg以上であり，品種特性を生かし

て短期間に大きく仕上げるのが特徴である。この

ため，育成段階から養分含量の高い穀類を多量に

給与する方式がとられている。組飼料給与割合は

育成期がDM比で15%程度であり，肥育期はさら

に低くなる。その結果，肝膿虜など濃厚飼料多給

に起因する消化器系の疾病発生が多く，と畜時に

おける内蔵廃棄率も高いD

黒毛和種の出荷月齢は約30か月齢で出荷時体重

は 700kgに近い口肥育前期に比較的に組飼料を多

く利用する方式や肥育前期から濃厚飼料多給で飼

養するなど地域によって肥育方式は若干異なるが，

いずれも濃厚飼料多給型の肥育方式といえる。組

飼料としては乾草が利用されるが，イナワラを給

与する農家も多い。また，畑作複合経営では豆ガ

ラなどの圃場副産物を利用するケースもみられ

る。

アバディーンアンガスおよびへレフォードの肥

育においても，濃厚飼料多給型の肥育が一般的で

ある。 7"-'8か月齢の素牛を10"-'12か月間肥育し

て 650kg以上で出荷している。従来， これらの品

種については，濃厚飼料多給で肥育すると過肥に

なりやすく，仕上げ体重は 550"-'600kgが適当と

されてきた。しかし近年，育種改良により大型

化が進み， 700kg近くまで肥育されることもあ

るD

このように，肉用牛生産の現場では，北海道と

いえども，濃厚飼料多給型の肥育が主流となって

いる。この理由として，肥育農家の土地基盤が弱

いこと， 自給組飼料の生産費が必ずしも低くない

こと，脂肪交雑重視、の市場評価に適合する枝肉を

生産するためには，ある程度の脂肪付着が必要で，

このためには養分含量の高い飼料の給与が必要で

あることなどがあげられる。

3.粗飼料主体の牛肉生産方式に関する
研究

組飼料主体による乳用雄子牛の肥育については，

ホールクロップサイレージ多給方式および放牧利

用方式などが研究されてきた。これらの方式では，

濃厚飼料の大幅な節減が可能で，組飼料基盤が十

分な条件下では生産コスト低減が期待される。し

かし濃厚飼料多給型肥育に比べ，肥育期間がか

なり長くなることや市場での枝肉評価が低いなど

の問題点があるO そこで，濃厚飼料多給型肥育と

同一期間で同程度の増体と枝肉成績を得ることを

目的にホールクロップサイレージを制限給与する

肥育方式が検討されてきた。」二金垣金金主三止之

R竺-j'-tJ-ゴーレ一三給与割合は比だ30::-:::40%が限一度
ι宅三五hる。また，ホールクロップサイレージ
給与による肥育では，濃厚飼料多給の肥育に比三立

てと畜目安の肝臓廃棄率が低いことが示されτい
る。

ヘレフォード、やアバデ、ィーンアンガスは放牧時

の増体が高いことから，放牧を取り入れた育成肥

育方式についての報告が多い。 2シーズン放牧と

冬期舎飼期トウモロゴシサイレージ多給による春

生まれ子牛の育成肥育では， 24か月齢で 350kgの

枝肉生産が可能であることが示された。また，へ

レフォード、を用いた牧草多給方式については一連

の研究が進められており， トウモロコシサイレー

ジ多給による雌牛の 1産取り肥育についても検討

されている。秋生まれ子牛の lシーズン放牧方式

についての研究では， 22か月齢で 650kgの仕上げ

が可能であることが実証された。また，ぺレニア

ルライグラスなどを用いた集約的な放牧利用によ

って放牧育成時に1.Okg近い日増体量が期待され

ることが明らかにされてきている。ヘレフォード

およびアバディーンアンガスは組飼料主体型牛肉

生産に適した品種といえよう。

黒毛和種の肥育方式については，肥育期を前期，

中期および後期に区分しそれぞれの時期におけ

る増体パターンと組飼料給与割合について検討し

た報告が多い。肥育各期の組飼料の適正給与水準

については，図2に示したように，肥育前期は粗

飼料からのTDN給与割合を40%とし，肥育後期

は濃厚飼料を多給し粗飼料からのTDN摂取割合

を20%程度に押さえるほうが肥育牛の増体効率上

合理的であることが報告されている。また，育成

期に組飼料を多給すると，濃厚飼料多給で育成し

た場合に比べ，肥育期の飼料効率が優れているこ

とも示されているO
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。
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141日
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飼育期間

後期

141日
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400日

図2. 粗飼料給与と肥育期の増体

付表粗飼料からのTDN給与割合(%)

区|頭数|肥育前期肥育中期肥育後期

20 20 20 

2 I 3 I 40 20 20 

組飼料はオーチヤード主体(勝目ら〉

表 1.飼養法別の9-10-11ロース部構成

黒 毛 平日 種

4.粗飼料主体型肥育が牛肉の量と質に
及ぼす影響

肉牛生産の最終生産物は，消費者が食すること

ができる牛肉(可食肉)である。したがって，肥

育技術の検討を行うときには，増体効率とともに

可食肉の量と質が重要となる。

枝肉中の脂肪量は20--.，40%，骨量10--.，17%であ

り，肥育が進むにつれて脂肪量が増加し可食肉

量が減少する。肥育に伴い増加した脂肪量の大部

分は余分な脂肪として，枝肉から部分肉，さらに

精肉へと整形される過程で取り除かれ，食品とし

ては利用されずに廃棄される。このような余剰脂

肪量は多い場合には l頭当り 100kgに達すること

もあり，飼料の有効利用の面からは，過度の肥育

は避けることが望ましい。

表 1に品種および飼養方法別に 9-10-11ロー

ス部構成を示した。 9-10-11ロース部構成の赤

肉，脂肪および骨の割合は枝肉中のそれぞれの構

成割合とよく一致するとして，枝肉構成の簡便な

調査方法として用いられている。

アノ〈ディーンアンガス ホノレスタイン

粗飼料多給放牧利用濃厚飼料粗飼料放牧利用濃厚飼料粗飼料濃厚飼料

方 式忠 l 方式叫多給方式多給方式方 式多給方式多給方式多給方式

頭 数(頭) 6 6 6 

出 荷 月 齢(月) 26. 2 28. 1 26.2 

出 荷体重 (kg) 579 634 603 

枝 肉 重量 (kg) 347 377 358 

9-10-11ロース部構成

赤肉(%) 57. 6 55. 0 53.4 

脂肪(%) 29. 2 32. 2 34. 2 
.!:!円王 (%) 12.3 12. 1 11. 4 

* 1 :トウモロコシサイレージ多給による通年舎飼方式
* 2 : 2シーズン放牧方式

黒毛和種では，粗飼料多給方式で生産された枝

肉は，濃厚飼料多給方式で生産されたものに比べ

て赤肉割合が高く脂肪割合が低い傾向にある。ま

た，放牧利用方式で生産された枝肉は，出荷月齢

と出荷時体重が濃厚飼料多給方式に比べて大きい

にもかかわらず，赤肉割合が高い。アパデ、ィーン

6 4 6 6 6 

18. 6 24. 7 17.7 19. 0 18. 0 

574 577 613 687 698 

311 312 347 375 379 

53. 8 55. 0 44. 2 53. 0 50.5 

30.4 31. 1 41. 9 31. 0 34. 8 

14.8 12.8 12. 9 14.6 14.4 

アンガスでは，濃厚飼料多給方式は出荷時体重お

よび枝肉重量を大きくするが，赤肉割合がかなり

低くなる。また，ホルスタインでは，組飼料多給

方式は濃厚飼料多給方式に比べて出荷月齢が 1ヶ

月大きく出荷時体重も約10kg小さいが枝肉重量は

ほとんど変わらず，赤肉割合が高い傾向にあっ

- 9 -



た。主要部分肉の赤肉と脂肪との割合を表2に

示したD 放牧利用方式で生産された部分肉は，濃

厚飼料多給方式のそれに比べて赤肉割合が高く，

脂肪割合が低い傾向にある。とくに，バラの部位

で脂肪割合を著しく減少させることが示されてい

る。

表2.放牧肥育牛の左半丸における主要部分肉の赤肉量と脂肪量(滝本ら)

江 部
褐毛和種 日本短角種

濃肥厚飼料育多給牛型 肥1シー育ズン放牧牛 肥2シー育ズン放牧牛 濃肥厚飼育料多給型牛 2肥シ育ー牛ズン放牧

頭 数(頭) 5 7 

不 骨付重量 (kg) 53. 8士1.7 51. 1士4.4
ツ

ク 青重割量合 ((k9g6) 〉 29. 6::.t 1. 5 28. l::.t 2.5 
55. 0士3.9 55. O::.t3. 6 

ロ

信割重量合 ((k%g) 〉 16.9::.t2.9 15. 8::.t3. 9 
ス 31. 4土4.7 30. 9士5.5 

骨付重量 (kg) 41.5::.t2.6 40. 5士5.1 
ノ、

青奇書 j努j 16.8土2.6 16. 5::.t 1. 9 
40. 5土5.8 40. 7::.t3. 3 

フ
脂肪 重割量合 ((k9g6) ) 21. 0土2.4 20.1土4.1 

50. 6土5.6 49. 6土4.6 

骨付重量 (kg) 52. 2::.t 1. 5 52. 5::.t 2.7 
モ

青割重合量 ((k%g) ) 32.5土41.9 32. 5::.t 2.7 
62. 3土 .0 61. 9::.t3. 6 

モ
脂肪 割重量合 ((kJMg) ) 9. 9::.t 2. 1 10.7::.t2.2 

19. O::.t 3. 5 20. 4土4.0 

このように，組飼料多給型および放牧利用型肥

育は濃厚飼料多給型に比べて，肥育期間が 1""""6 

か月間長くなるが，枝肉に占める赤肉割合は2""""

10%高く，脂肪割合を低くすることができる。ま

た，部分肉においても，赤肉割合が高く脂肪割合

が低く，粗飼料多給型肥育は，可食肉の生産効率

が優れた肥育方式と言える。

5 .粗飼料主体型牛肉生産方式の今後の

展開

北海道は比較的に粗飼料基盤に恵まれており，

肉用牛生産に活用できる公共草地や野草地なども

多い。自給粗飼料や放牧を利用した組飼料主体型

牛肉生産方式は，経営内努力による飼料費低減の

可能性があり，また，可食肉の生産効率が高いな

どの長所がある。

一方，消費者の牛肉に対するニーズは多様化し，

霜降り牛肉晴好だけでなく，若年層を中心として

2 6 18 

47. 5，..._.51. 3 43. l::.t2. 1 45. 5土5.2 

29. 7，..._.31. 8 23. O::.t 1. 7 25. 6::.t 2.5 
62. 0，..._.62. 5 53. 4::.t 3.3 56. 3士2.6 

11.1---12.3 13.8士1.5 13. 3::.t 2. 7 
23. 4---24.。 32. 0士3.1 29. 2::.t 3.3 

44. 6---44. 8 53. 2土4.8 49. 1士7.4

20. 8，..._.20. 9 18.0土2.3 19. 1士2.4
46. 6，..._.48. 9 33. 8::.t3. 4 38. 9::.t 2.6 

18.4，..._.19.6 31. 2::.t3. 8 25. 7土5.0 
41. 3---43. 8 58. 6士3.8 52. 3::.t3. 2 

56. 5，..._.56. 8 48. O::.t3. 6 51.4::.t4.9 

38. 3---38. 9 27. 2::.t1. 9 31. 2土2.2
67.8---68.5 56. 7::.t1. 7 60. 7士2.9 

8. 5---8. 8 l1.8::.t1.5 12. O::.t3. 0 
15.0---15.5 24. 6::.t 2.7 23. 3::.t3. 8 

赤肉曙好も強くなってきている。安全でおいしく

ヘルシーな牛肉を望んでおり，内蔵が廃棄される

ような牛肉生産には疑問を持つ声もある。

しかしながら，生産の現場では，枝肉市場で高

く取引される牛肉，つまり，少しでも脂肪交雑の

入った牛肉を生産することに焦点がおかれ，結果

的に余剰脂肪が多く可食肉量の少ない枝肉が品種

を問わず生産されているのが実態である。現在の

脂肪交雑重視の枝肉評価では，粗飼料主体型で生

産された牛肉の評価は低し'0
生産方式が異なれば，生産物の量と質も異なっ

てくるのは当然である口組飼料主体肥育で生産さ

れた牛肉の特性は，最近の消費者ニーズに適合す

る部分が多く，産地直送方式でこれらの牛肉を流

通販売する例も増えつつある。組飼料主体による

肉用牛生産が生産現場に定着するためには，市場

においても， これらの牛肉が適正に評価されるこ

とが必要である。
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シンポジウム

「粗飼料主体の反努家畜生産」

めん羊における粗飼料の利用

はじめに

北海道のめん羊飼育頭数は昭和50年には 5，000

頭にまで減少したが，生産の主目的をラム肉生産

として，現在は15，000頭にまで回復してきた。そ

の粗生産額は推定で15，000万円であり，乳・肉用

牛に比べ産業的地位は低い。しかし食生活の多

様化に伴う新鮮ラム肉の需要増加を背景とし，他

の農業部門との複合や地域文化振興の素材，さら

には観光資源として，その地位をさらに高めてい

かねばならない。

ここでは，道内の肉めん羊飼育の実態，飼料給

与基準の必要性，めん羊放牧における基本的な問

題点，低質粗飼料の有効利用などについて述べ，

北海道のめん羊生産と研究を理解していただく一

助としたい。

1 .飼育形態

現在(元年)，めん羊の飼育戸数は 930戸で，

ほとんどが他の農業部門との複合経営である。一

戸平均の飼育頭数は16頭である。飼育頭数の85%

が肉用種のサフォークである。めん羊を飼育する

市町村数は 154で，全道の73%にも及ぶが， 100 

頭以上を飼育する市町村数は41， 300頭以上とな

ると，恵庭市，新篠津村，滝川市，秩父別町，士

別市，羽幌町，登別市，音更町，帯広市，標茶町

にすぎない。このように数か所の拠点はあるもの

の，他は薄く，広く存在しているので，飼育形態

を明確に区分するのは困難であるが，おおよそ次

のようであろう。

少頭数飼育では通年舎飼いが主流であり，公共

北海道立滝川畜産試験場 出 岡 謙太郎

草地等が利用でき放牧可能なところでは夏期放牧

・冬期舎飼いを行っている。給与する粗飼料は，

夏期についてはあぜ草等の青刈りと放牧による生

草とに大別される。冬期は乾草が多いが，複合す

る農業部門により，稲ワラ，豆がら，スイートコ

ーン茎葉サイレージ，屑野菜等多岐にわたり，酪

農地帯ではとうもろこしサイレージや牧草サイレ

ージを利用している。

圃場副産物の有効利用を図ることは乳・肉用牛

でも同様であるが，めん羊では， これらに比べ絶

対量が少なくてすむので，アスパラガス，ニンジ

ン等の野菜残澄を随時給与できる，あるいは，特

に少頭数飼育では，豆がら等を梱包せずにバラ積

みで貯蔵しておけるなどの特徴がある。

2.基本的な飼育管理

めん羊は秋から冬にかけて繁殖する季節繁殖動

物であり，主流品種のサフォークの繁殖季節は9

.-....2月である。慣行的に繁殖季節句t前半に交配さ

れることが多く，約5ヵ月の妊娠訟を経て， 1.-.... 

4月に集中して子羊が産まれる。サフォークでは，

過半数の母羊が双子以上を分娩し平均産子数は

1.5頭を上回る。子羊は母羊により自然晴育され，

約4ヵ月令で離乳させる。

この間の雌羊の体重変化例を図 1に示す。雌羊

の体重は妊娠後期に急激に増加し分娩によって

減少する。泌乳期間中は体重が漸減し離乳後，

次の交配期に向け回復する。双子分娩母羊は単子

分娩母羊より体重増減の振幅が大きい。



一一一単子分焼母羊

一一一双子分焼母羊
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図1.成雌羊の一年間の体重変化例

(SHEEP AND WOOL:Sience， Productio~ 

and Management 1988より作成〉

これらを基に，雌羊の生産ステージ別栄養水準

をおおまかに表すと次のようである。

まず，乾j固期3ヵ月間及び妊娠前期4ヵ月間は

体重をほぼ維持する程度の栄養水準でよい。胎児

等の発達が盛んな妊娠末期 1か月間及び乳量の低

下する泌乳後期2ヵ月間はその約1.5倍，乳量の

多い泌乳前期2ヵ月間はその約2倍の栄養水準が

必要となる。また，双子を受胎， 0甫乳する母羊は，

単子を受胎，日甫乳するものより高い栄養水準が必

要となる。

3 .飼料給与基準の必要性
今後，肉めん羊飼育を産業として定着させ，さ

らに発展させるため，飼養上の指針として飼養標

準は重要である。しかしわが国にはめん羊の飼

養標準はなく，とりあえずNRC飼養標準を参考

にして生産現場の指導を行っている。 1985年版の，

NRC飼養標準による，成雌羊の養分要求量，飼

料中の養分含量及び飼料構成例を表 lに示す。こ

れを日本でそのまま適用するには次のような問題

がある。

表 1.体重70kgの成雌羊の養分要求量
NR~Nutrient ReQuirements of Sheep 1985より作成〉

功タ日ζて 当 乾物摂取量
養分要求量 爾料甲養分含量

濃厚調飼料料構成粗例飼料体重化量 TDN CP TDNa C P 

g kg 体重当% kg g % % % % 
維持
10 1.2 1.7 0.66 113 55 9.4 。100 

フラッシング(交配前2週間から交配初期3週間)
100 1.8 2.6 1. 06 164 59 9. 1 15 85 

乾j固期~妊娠前期15週間
30 1.4 2.0 O. 77 130 55 9.3 。100 

妊娠末期4週間(期待産子率130""""'150%) h 
180 1.8 2.6 1. 06 193 59 10. 7 15 85 

(期待産子率180""""'225%)
225 1.9 2. 7 1. 24 214 65 11. 3 35 65 

泌乳前期6""""'8週間(単子H甫乳)c 
-25 2.5 3.6 1. 63 334 65 13.4 35 65 

(双子H甫乳〉
-60 2.8 4.0 1. 82 420 65 15.0 35 65 

泌乳後期4........，6週間(単子晴乳) h 
45 1.8 2.6 1. 06 193 59 10. 7 15 85 

(双子晴乳)c 
90 2.5 3.6 1. 63 334 65 13.4 35 65 

日給与飼料の乾物中TDN%は，乾草が55，穀類が83を用いている。
h 妊娠末期4週間(期待産子率130"""'"150%)と泌乳後期4""""'6週間(単子補乳〉の養分要求量は同じ
値であるo
c泌乳前期6--8週間(単子補乳)と泌乳後期4--6週間(双子晴乳〉の養分要求量は閉じ値である。

つ』



放牧草の有効利用という観点からは，例えば草

種，品種の選定やそれを維持するための放牧法な

どが課題となるが，めん羊の放牧ではそれ以前の

段階の問題として内寄生虫による汚染の問題があ

る。

成羊は比較的抵抗性があるが，子羊や育成羊は

抵抗性が弱く，食欲不振，下痢，栄養不良の状態

を呈し死亡することもまれではない口ラム生産

の主体となる雄子羊は特に弱い。多頭数飼育の放

牧では特に内寄生虫の被害が大きく，定期的に駆

虫をしなければならなし」表2に，滝川畜試にお

ける昨年の駆虫作業スケジュールを示す。めん羊

の放牧では，めん羊が放牧草を有効に利用できる

よう管理することが前提になるのである。
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表2.

まず， NRC飼養標準では，飼料設計の例の中
で組飼料と濃厚飼料の乾物中TDN含量をそれぞ
れ55%と83%と設定しており，粗飼料としてアル

フアルファ，濃厚飼料としてとうもろこしを前提

にしていると考えられる。日本の飼料基盤はこれ

と異なり，また，低コスト生産を行うためにも，

農家の周辺に存在する飼料資源を活用した飼養体

系を追求しなければならない。

次にNRC飼養標準では，品種や用途ごとの分
類はなく，総括的に養分要求量が示されている。

日本の主流品種は肉用種のサフォークであり， N

RC飼養標準は日本の肉めん羊飼育の養分要求量
に必ずしも適合していない。例えば， NRC飼養
標準では，双手毛;"0甫手同二る千必弘前期ぬ母羊の体重

目、世量話口三設定民いるが，当場の成績では

この数倍の体重減少量を認めている口また， NR 
C飼養標準では，泌乳後期の母羊は体重を増加す

ると設定しているが，本道では，図 1のように泌

乳期4ヵ月間を通じて体重は減少していく例が多

いと思われる。

このようなことから，とりあえず北海道でサフ

ォークの飼料給与標準を作成し，それができた段

階で日本のめん羊飼養標準の新設が検討されるこ

とになっている。 噴霧器使用

交配前(成羊〉

多頭数飼育では，作業労力強手ろんのこと，

薬代もかかるので，駆虫薬の師養量と投与回数を

減らすことが重要であり， この点を加味して草地

の有効利用を図る必要がある。例えば，採草跡地

と放牧跡地にそれぞれ子羊を放牧すると，子羊の

糞中の胃虫卵数は，採草跡地に放牧した子羊では

極めて少なく推移するのに対し，放牧跡地に放牧

した子羊では4週時に急増し増体が停滞してし

q
d
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4 .放牧の利点
成雌羊は一年間の約半分を組飼料のみで飼育で

きる。このことを利用した飼養体系が，全体とし

ての組飼料の有効利用につながる O

めん羊の放牧では，めん羊生産の季節性すなわ

ち冬~春分娩ということ牧草の季節生産性とよく

合致している。放牧開始期である 5月には，子羊

は母羊に付いており，母子羊一緒に放牧し，スプ

リンクフラッシュを利用する。 2月分娩ならば，
，_";' 

子羊が放牧草に慣れて6月の離乳となる。分娩if(''1

期の遅い母羊は放牧草を採食し乳量が高まる口

離乳後の子羊は放牧草のみで育成できる。母羊は，

約2週間の乾乳期の後は，再び放牧し放牧草の

みで秋の交配に向けて体調が回復する口

めん羊放牧の基本的問題点5 . 



まう。このような採草跡地(兼用草地)の有効利

用の他，草地更新と組み合わせた放牧地と採草地

との交換利用，母子放牧において子羊のくぐり柵

を設け子羊を先行放牧するクリープ・グレイジン

グなどがある。

6 .低質粗飼料の有効利用

牛もめん羊も飼料を選択採食するが，飼料の選

び分けはめん羊のほうが上手である。牛は主に舌

で祇め取るように採食しめん羊は口唇特に上唇

を動かして採食するためである。飼料中に釘など

が混入していた場合，牛では飼料と一緒に採食し

胃や心臓に創傷性の炎症をおこすが，めん羊では

このようなことはな~'0 
めん羊に特にワラ類，豆がらなどの低質粗飼料-

を給与すると，葉部，サヤ部を選択採食し茎部

を残してしまう。めん羊経営の方針として， これ

でよい場合もあろう口良質部位は採食させ，残っ

た部位は敷料として使うのである。細切すれば，

選択採食は少なくなるが，上記のような採食特性

から牛よりその効果は小さいようである。長いま

までは草架から引き出して踏み付け無駄になるが，

細切すれば， この量は少なくなる。

化学的に低質粗飼料を高品質化する技術として

はアンモニア処理があり，一般に栄養価と摂取量

の向上が認められているが，それを利用しためん

羊生産の検討は少ない。
シ

育成めん羊については，アンモグア処理をした

ワラは無処理ワラより摂取量が約40%，濃厚飼料

を含む飼料全体からのTDN摂取量が約20%，増

体量も30----60%とそれぞれ多くなり，めん羊生産

の中で利用できることが明らかにされている口雌

羊の各生産ステージについても，これを利用した

飼養法を検討するため，現在，アンモニア処理稲

ワラを用いた泌乳母羊の飼養試験を行っていると

ころである。

7 .おわりに

NRC飼養標準では，母羊の泌乳期を単子日南乳

と双子日甫乳とに分けている。つまり， これらの雌

羊と子羊を群として分けて飼育するということで

ある。北海道のめん羊飼育では一戸当たりの飼養

頭数が少ないので， こういった飼い方が行いやす

いととられがちである。しかし複合経営の中の

一部門としての少頭数飼育であるために組雑な飼

育を行っている所もあり，一部の地域を除き基本

的な飼養法さえ守られていないのが現状である。

一方，わが国におけるめん羊に関する試験研究は，

めん羊を実験動物として用いた試験は多いが，め

ん羊生産の立場からの試験は少ない。このような

状況ではあるが，生産現場，試験研究の両面で着

実な展開を行っていかねばならないと考えている。

-14-



一般講演プロ tグラム

第 1会場午前の部

9 : 00----一一一

1.粗飼料多給下における蛋白質dg価の異なる配合飼料給与が泌乳牛の乳生産および窒素利用に及ぼす

影響

0中辻浩喜・近藤誠司・諸岡敏生・大久保正彦・朝日田康司(北大農)・三浦祐輔

(ホクレン〉

2.混合飼料の粗蛋白質含量が泌乳前期の乳牛に及ぼす影響

0原 悟志・尾上貞雄・大坂郁夫・黒沢弘道・小倉紀美(新得畜試〉

3.繊維源としての組飼料の違いが乳量，乳質に及ぼす影響

O大坂郁夫・原 悟志・黒沢弘道・小倉紀美(新得畜試〉

4.蒸煮シラカンバ飼料のぺレット処理および配合飼料の混合と，乳牛における採食量，採食速度

。黒沢弘道・小倉紀美・原 悟志・大坂郁夫・遠藤 展* (新得畜試・*林畜試)

5.稲ワラ飼料に対する異なるN源添加が去勢雄育成牛の飼料利用性に及ぼす影響

ティン グェイ 1) 0杉本昌仁・一戸俊義・田村 忠・中辻浩喜・諸岡敏生・大久

保正彦・朝日田康司(北大農・ 1)ミャンマー畜産大学〉

10 : 00-------

6.乳用種去勢牛のアルコール添加飼料による肥育試験

。斉藤利朗・佐藤幸信・西邑隆徳・森 清一・米道裕弥・田村千秋・裏 悦次*

(新得畜試・*根釧農試〉

7.妊娠末期の飼料給与水準が双胎妊娠牛の飼養成績に及ぼす影響

斉藤利朗 O佐藤幸信・西邑隆徳・山本裕介・田村千秋(新得畜試)

8.水分含量がサイレージの好気的変敗に与える影響

0松岡 栄・石飛はるえ・長内 清・藤田 裕(帯畜大〉

9.調製条件の違いが粗飼料中のβカロチン含量に及ぼす影響

0峰崎康裕・上村俊一・花田正明・杉本亘之・塚本 達(根釧農試)

10.食用きのこ廃培地のめん羊における摂取量と消化率

0山川政明・阿部英則・岡本全弘ぐ滝川畜試)

11 : 00----一一

11.めん羊における反努胃内容物粒度別分画のダイナミックスと総乾物消失の関連

0一戸俊義・杉本昌仁・田村 忠・諸岡敏生・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

12.牧草の乾物消化の動的モデルの推定

石栗敏機

13. メン羊の硝酸塩代謝に及ぼすL-Cysteineの影響

OIgnacia BRAGA 1lI・高橋潤一・古川 修*・松岡 栄・藤田 裕(帯畜大・*雪印

種苗〉

戸
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14. デンプン粕M13Pの生産と肉豚の消化率について

0宮崎 元・阿部英則・山川政明・岡本全弘(滝川畜試〉

第 1会場午後の部

13 : 00---

15.時間制限および、時間無制限における飼料の混合給与と去勢牛の採食量

0森田 茂・八木 誠・寺田浩哉・西埜 進〈酪農大)

16.混合飼料給与時に於ける泌乳牛の採食量に及ぼす給餌量の影響

0田鎖直澄・早坂貴代史・山岸規昭(北農試)

17.傾斜放牧地における牛道の分布およびその形状と牛群の食草・移動行動

0安江 健・近藤誠司・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

18.群構成頭数の異なる放牧牛群における空間行動の違い

0近藤誠司・安江 健・大久保正彦・朝日田康司(北大農〉

19. ミルキングパーラー搾乳の作業能率と作業姿勢

0西埜 進・森田 茂・桐本正裕・内川 透(酪農大〉
14 : 00-----

20. 自動給餌機の利用における牛群内順位と採食行動制御の関係

0安藤 哲・竹下 潔・工藤吉夫・植竹勝治(北農試)

21.濃厚飼料自動給餌機の動作及び、利用のモニタリング

0竹下 潔・工藤吉夫・安藤 哲・植竹勝治(北農試〉

22.牛の最小可聴域について

0植竹勝治・工藤吉夫・安藤 哲・竹下 潔(北農試〉

第 2会場午前の部

9 : 00---

23. サラブレッド種における収得賞金の遺伝率の推定

0森津康喜・中島健治・市川 舜(酪農大〉

24. アンガスならびにへレフォード直接検定牛における相対成長速度の遺伝的ノfラメータ

0藤川 朗・田村千秋(新得畜試)

25.黒毛和種枝肉成績に対する種雄牛の影響

0本郷泰久・藤川 朗・田村千秋(新得畜試)

26.肉牛交配の乳用牛群集団維持に及ぼす影響

0富樫研治・佐々木修・横内園生(北農試)

27.乳牛集団の遺伝的改良量に対する調製交配用雌牛集団の大きさと種畜の供周年数の効果

0寺脇良悟・小里子 斉(帯畜大)

10 : 00---

28.乳用種雄牛能力評価のための適e正な調製交配規模

F
O
 



0清水 弘・ A.ガファール・ M.N.ギラオ・上回純治〈北大農〉

29.牛対外受精腔の移植試験

0南橋 昭・陰山聡一・山本裕介・芦野正城・八鍬隆司・斉藤利朗・伊東季春

-工藤卓二(新得畜試)

30.滝川畜試における豚腔移植の成績

0仙名和浩・草刈直仁・大原睦生・伊藤俊輔・山田 渥・山崎 潤・芹川 慎

八回忠雄(滝川畜試)

31.チャイニーズハムスター初期医の培養

0亀山祐一・石島芳郎(東農大生産〉

32. メラトニン処理が雄羊の生殖能力に及ぼす影響

0草刈直仁・仙名和浩・大原陸生・芹川 慎・八回忠雄(滝川畜試〉

33.鶏凍結精液の実用化について

0大原陸生l ・小関忠雄2. .宝寄山裕直 l ・坂本秀樹2 ・高橋 武3 ・田村千秋4

c滝川畜試・ 2 福島県鶏試・ 3 故人・ 4 新得畜試〉

第 2会場午後の部

13 : 00----一一

34.北海道における最近の原料乳の乳質について

0竹本秀一・笹野 貢〈道生乳検査協会〉

35.乳汁の採種部位と体細胞数の関係

0高橋雅信・上村俊一・扇 勉・塚本 達(根釧農試〉

36.搾乳中の電気伝導度値を用いた異常分房の検出方法

0塚本 達・高橋雅信・玉木哲夫・稲野一郎・笹島克巳(根釧農試)

37.牛乳及びクリームの均質化がレンネット凝固におよぼす影響

0粛藤善一・灰谷千佐・三河勝彦・仁木良哉(北大農)

38.牛副次生産物，特に消化管コラーゲンに関する組織学的研究

0中村富美男・北村恵子・岡村加奈子・近藤敬治(北大農〉

14 : 00------

39. Dendeng (インドネシア風乾燥牛肉〉の品質保持に対する微生物スターター添加の効果

OF.レブング・三浦弘之・三上正幸・関川三男(帯畜大〉

40.電気刺激による牛肉中の核酸関連物質の消長

0三上正幸・木下康宣・三浦弘之(帯畜大)

円
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般講演要
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第 1会場午前の部
粗鋼料多給下における蛋由貿dg価の異なる嗣合飼料給与が泌乳牛の乳生産および窒素利用に及ぼす影響

0申辻浩喜・近藤誠司・諸岡敏生・大久保正彦・朝日田康司(北大量)・三浦祐輔(ホクレン)

目的:演者ちは粗飼料多給下の乳生産ついて、これまで主

にエネルギー利用効皐の面から検討してきた(日畜77，78，

80，82，83回大会，1985，1986，1988，1989，1990、同道支部41，

42回大会，1985，1986、日草41回大会，1986)が、併せて窒素

利用効率についても考慮する必要がある。そこで今回は粗

飼料多給下における窒素利用効率の改善を目的として、蛋

由貿のルーメン内分解率 (dg価)の異なる寵合飼料給与

が泌乳牛の乳生産および蜜素利用に及ぼす艶曹について検

討した。

方法:冬季舎飼期の粗飼料多給君事 (R群)から4頭、粗飼

料中給君事 (c群)から6顕の秘乳中期牛を、それぞれ2君事

に分けて供試した。.低dg砲合飼料給与区(低dg区)と

対照配合飼料給与区(対照区)を敵定し、 1期3週間(予

備期2週間、本期1週間)、 3期の反転訟により試験を行

なった。対照区では市販乳牛周臨合飼料を、低d.g区では

加熱大豆蛋白製品を含む低dg記合飼料を給与した。計算

上の dg価は、対照臨合飼料 64%、低 dg砲合飼料 55%

であった。給与粗飼料は、 R君事がコーンおよびグラスサイ

レージ、乾草、 C群はコーンサイレージ、乾草であり、飼

料給与基単は既報の通りである。また、各君事の2聞につい

て、併せて靖化試験および窒素出納試験を行なった。

結果:1) R群、 C群(対照匹、低dg区の平均〉の総乾

物摂取量に占める粗飼料の割合はそれぞれ、 77.2%、62.2

%であった.乾物摂取量および摂取飼料申粗蛋白質含量は、

R群対照区 17.5kg/d，12.3%、低dg区 17.3kg/d，12.3 

%、 C群対照区 19.5kg/d，14.4%、低 dg区 18.9kg/d，

13.9%と、ともにC群がやや高かったが、対照区、低dg 

区での差は包められなかった。 2)乳量は、 R群対照区
19.2kg/d，低 dg区 18.9kg/d、C君事対照区 21.7kg/d，低

d g区 19.7kg/dであり、 C群がやや高かったが、対照区、

低dg区で差は誌められなかった。乳脂E匹、 SNF率、乳

蛋由貿率も両君事、爾処理区間で大きな差はみられなかった。

3)飼料成分消他事は、 R君事、 C君事ともに対照区、低dg 

区での差は包められなかった。 4)窒素摂取量および可消
化窒素摂取量は、ともにC群がやや高かったが、対照区、

低dg区での差は認められなかった。窒素摂取量および可

消化窒素摂取量に対する尿中への窒棄損失割合は、予想に

反して低dg区で高く、かつR群にくらべC群で高かった.

窒素摂取量および可消化窒素摂取量に対する牛乳中窒素の

割合は、 R群対照区 26.9，47.0%、低dg区 28.5，49.3 

%、 C群対照区 28.4，45.4%、低dg区26.9，45.6%と、

特に可消化窒素摂取量に対する割合でみるとC群にくらべ

R群で高かったが、対照区、低dg区での差は誌められな

かった。

2 混合飼料の粗蛋白質含量が秘乳前期の乳牛に及ぼす影響

0原悟志・尾上貞雄・大坂郁夫・黒沢弘道・小倉紀美(新得畜試〉

目的:とうもろこしサイレージを主体租飼料とした泌乳前期

の混合飼料に要求される粗蛋白質含量を検討した。

方法:2産以上のホルスタイン種泌乳牛24頭を3群に分け、

乾物中のCP含量 16、18および20%の区に割り当て、

分娩から 20週間個養した。給与の形態は混合飼料給与とし、

その乾物構成比は各区とも、漉厚飼料:とうもろこしサイレ

ージ:牧草サイレージ:ミネラル剤=34:43:21:2

とした。 CP含量は漉厚飼料中の配合飼料 (CP含量 19.

4%)と大豆粕 (CP含量51. 0%)<の構成割合を変えて

調製した。飼料摂取量、乳量は毎日、体重は毎週 1 回祖~定し

た。乳組成は2週毎に連続2日間牛乳を採取し分析した。分

娩後 1、2、4、8、1'2、16および20週時に第一胃液

を経口的に採取するとともに血液を頚静脈から採取した。

結果:1)混合飼料乾物中のCP含量はCP16、18およ

び20%区でそれぞれ 16. 4、 18. 3および2o. 4%、
TDN含量は各区とも約71%であった。

2)体重当りの乾物摂取量は、 CP16、18および20%

区でそれぞれ3. 13、3.45および3.40%であり、

CP16%区に比べてCP18%区が有意に多かった。 TD

N充足率はそれぞれの区で91、93および97%であり、

CP16%区に比べてCP20%区が有意に高かった。

3)平均日乳量はCP16、18および20%区で、実乳量

32.. 8、33. 9および32.4kg、FCM量31. 3、

32. 1および3O. 6kgであり、いずれも有意な差はみら

れなかったー

4)乳成分はそれぞれの区で、乳脂率3.70、3.65お

よび3.64%、乳蛋白率2. 85、2. 84および2. 9 

1'%、無脂固形分率8. 55、8.53および8. 61%で

あり、処理聞に差はみられなかった。

5)第一胃液のアンモニア態窒素溝度はそれぞれ7. 9、8.

9および 11. 5mg/dl、総VFA溝度は6. 3、6.6お

よび7. 1 m{:ll/d 1でありいずれもCP20%区が有意に高か

った。また、 AP比はそれぞれ4.00、3. 84および3.

6 1であり CP20%区が有意に低かった。

6)血液中のBUN潤度はそれぞれ 12. 8、 17. 9およ

び23.4mg/dlとCP含量の増加とともに有意に増加した。

遊離脂肪酸灘度はそれぞれ384、233および267μEq

/1でCP16%区が有意に高かった。

。。



3 繊維源としての粗飼料の違いが乳量、乳質に及ぼす影響

O大坂郁夫・原悟志・黒沢弘道・小倉紀美〈新得畜試)

目的:高泌乳牛の飼養には、一定の繊維含量を維持しつつも、

よりエネルギー含量の高い飼料が要求されるため、笹盤皇賞

型塁塁主主ュ工三一多。そこで、繊維源として、とうもろこじ

サイレージ (CS)と牧草サイレージ (GS)を比較検討し

た。

方法:粗飼料はCS (黄熟期〉またはGS (出穏期)を用い、

乾物中の組飼料由来のADF含量を 17% (全乾物中21%)

と12% (同 17%)の2水準の、計4種類の混合飼料 (C

S17%区、 CSI2%区、 GSI7%区、 GS12%区〉

を使用して、ホルスタイン種泌乳牛 12頭を 3頭づ‘つ4群に

分け、 4X4ラテン方格により試験を実施した。 CP含量は

一律 16%とし、大豆粕、メイズの構成割合を変えて調製し

た。その他、アルフアルファキュープ、ビートパルプを、全

乾物量の5%の割合で加えた。 1期の飼養期聞は21日間(

予備期 14日+本期7日〉とし、飼料摂取量、乳量、乳組成

および第一胃内性状等を調査した。

結果:1) CSI7. CSI2， GSI7， GSI2%区の

ADF含量は、それぞれ21. 2.16.9.22.4.1 

7. 9%で、 CSまたはGS由来のADF含量は、 17. 1. 

12. 1， 17.5，12.4%であった。

2)乾物摂取量は、 CSI7，CSI2， GS17およびG

S12%区でそれぞれ20.2.20.1.19.0および

20. 8kgであり、有意差は認められなかった。

3)乳量は、 CSI7，CSI2， GSI7， GSI2%区

で26.7，29.5.29.5，30.4Kgとなり GS

区が高い傾向がみられたが有意な差ではなかった。

4)乳脂率は、 CSI7，CSI2， GSI7， GSI2% 

区で、 3.65，3.62，3.63.3.65%で差はな

かった。乳蛋白率は、それぞれ3.02，3.13.3.1

3. 3. 19%で有意ではないが、 CS区より GS区の方が

高い傾向があった。

5)第一胃液の総酸含量については有意な差がみられなかっ

た。 AP比では、 GSI7.GSI2， CSI7， CS12 

%区でそれぞれ、 3.78，3.76，4.03.3.51

であり、 GSI7%区がGSI2%区に比べ有意に高かった

(PくO.05)が、粗飼料の違いによる差はみられなかっ

た。イソ酪酸でCSI7%区がGSI7%区に比べ有意に高

く (PくO. 05)、イソバレリアン酸、バレリアン酸につ

いてもADF水準にかかわらずCS区がGS区に比べ有意に

高かった (P<O.OI)。

4 蒸煮シラカンバ飼料のベレツト処理および配合飼料の混合と、乳牛における採食量、採食速度
0黒沢弘道・小倉紀美・原悟志・大坂郁夫・遠藤展・(新得畜試・・林産試〉

目的:蒸煮シラカンバ飼料は牛における晴好性が劣ることが

あり、この原因として形状が解織のときかさばりが大きく、

採食に時聞を要することが考えられ否。本試験はシラカンバ

飼料のベレ、ソト処理および配合飼料の混合により、採食量と

採食速度を高め得るかを乾草との比較のもとに検討した。

方法:シラカンバ飼料は蒸煮圧力16kg/cがで7.5分間処理し、

ベレットは直径9mmCこ成形し、また配合飼料混合ベレット(混

合ベレット〉は配合飼料を15%混合し成形した。乳牛による試

験は育成後期の6頭(試験開始時平均体重532kg)を用い、予備

期11日、本期3日の1期14日間とし、シラカンパ飼料の形状お

よびシラカンバ飼料に対する配合飼料の混合の有無の次の6処

理を6x6ラテン方格法により実施した。 A)解織、 B)ベレット、

C)解繊・配合個料混合、 D)ベレット・配合飼料混合、 E)混合

ベレット、F')乾草。シラカンバ飼料と乾箪の給与量は乾物で

同ーの3.7kg、混合した配合飼料は0.9kgとした。他に配合飼

料老全頭一律で定量の2.0kg、また給与飼料が全量で、日本飼

養標準(1987年版)の峰牛の育成に要する養分量に示された乾

物要求量の115%になるよう、アルフアルファヘイキューブ〈キ

ュープ〉を給与した。飼槽はコンテナ2個で一方にシラカンパ

飼料あるいは乾草を、他方にキュープと配合飼料を給与し、

1日当り 19時間30分における採食量を経時的にひずみ計式秤を

用い捌定した。

結果:シラカンバ飼料と混合した配合飼料、あるいは乾草の

乾物採食量は乾草区が最も低い3.0kg、解繊区とベレツト区は

同一の3.5kg、シラカンバ飼料に配合飼料を混合した3つの処

理区はほぼ同ーの4.4-4.6kgであった。全飼料乾物採食量は

乾草区が10.4kg、他の5つの処理区はほぼ同ーの 11.1-11.4

kgとなった。シラカンバ飼料と酎合飼料、および乾草の給与

に対する採食割合(%)は乾草区が77.9と最も低く、解繊区は

92.3、解織・配合飼料区は95.2、ベレット区、ベレット・配

合飼料区が97.2-97.5、混合ベレット区が99.2と向上したが

処理聞に有意な差はなかった。シラカンハ・飼料と配合伺料あ

るいは乾草の、全採食量を100とした経時的な採食割合は、ベ

レット区が給与6時間で全量を採食したが、他の5つの処理区

は全時聞にわたり採食し、特に解繊区と乾草区が緩やかであ

った。いずれのシラカンバ飼料も乾草に比べ採食量、採食割

合とも高い傾向があった。またシラカンバ飼料のベレット処

理、あるいは給与時の配合飼料の混合により採食量、採食割

合および採食速度とも向上する傾向があり、牛における晴好

性の向上の方法として有効と考えられた。

Q
d
 



5 稲ワラ飼料に対する異なるN源の添加が去勢雄育成牛の飼料利用性に及ぼす影響

ティングェイ 1) ・O杉本昌仁・一戸俊義・田村忠・中辻浩喜・諸岡敏生・大久保正彦・朝日田康司
(北大農・ 1)ミャンマー・畜産大学)

目的:稲ワラは一般に消化率が低く、噌好性も悪いため飼

料価値は低い。そこで、その利用性を高める目的で、稲ワ

ラに対する米糠および大豆粕の添加が、飼料の消化率とN

出納に及ぼす影響について調ベ、 日畜道支部45回大会にお

いて、結果を報告した。本報告では前報に引続き、稲ワラ

飼料(稲ワラ+米糠)への異なるN源添加が、去勢雄育成牛

の飼料消化率およびN出納に及ぼす影響について、前報の

結果も含め比較検討した。

方法:3頭のホルスタイン種去勢雄育成牛(体重 133-144kg

)を供試し、 3つの処理期を設けた。添加N源としてミャ

ンマーの農家で一般的に用いられている、フィッ、ンュミー

/レ，落花生粕，ゴマ粕を用いた飼料(それぞれをRSBW，RS 

BG， RSBMとする)を給与した。 RSBW，RSBG， RSBMの飼料構

成は、あらかじめ測定した自由採食量の稲ワラと、日増体

0.5kgに要する代謝エネルギー量およびN要求量(ARG飼養

標準)を満たすように米糠とN源を添加したものとした。

各飼料中の稲ワラと米糠，添加N源の割合は、それぞれ70

:22:8， 70:18:12， 70:18:12(DM比)であった。 飼料は9:00

と17:00に1日量の半量ずつを濃厚飼料(米糠+添加N源)，稲

ワラの順で給与した。水とミネラノレブnロックは、 自由摂取

とした。各処理期は、 14日の予備期と6日の本試験期から

なり、消化試験とN出納試験を行なった。

試験結果は、前報のRSB(稲ワラ+米糠)・ RSBS(稲ワラ+米糠

+大豆粕)も含めて比較検討した。

結果:l)DM摂取量は、 RSB，RSBS， RSBW， RSBG， RSBMでそ

れぞれ79.8，76.8， 76.8， 74.4， 77.3g/kg目 75/dであった。

2)DM消化率は、 RSB，RSBS， RSBW， RSBG， RSBMでそれぞれ

51.1， 54.2，51.3，55.6，58.0日であった。 CP消化率は、

RSB， RSBS， RSBW， RSBG， RSBMでそれぞれ43.7，64.3， 

64.5， 64.3， 68.1日とN源を添加した飼料で著しく高くな

った。 NDF消化率は、 RSB，RSBS， RSBW， RSBG， RSBMへと高

くなった(41.4→57.4%)0 ADF消化率は、 RSBMで最も高く

54.5%であったが、 RSB，RSBS， RSBW， RSBG聞では、ほとん

ど差が無く 45%程度であった。

3)N蓄積量(Nr)およびN摂取量(N1)に対するN蓄積量の割

合(Nr/NI)は、 RSB，RSBS， RSBW， RSBG， RSBMでそれぞれ

8.6， 18.7， 16.8， 11.1， 26.2g/dおよび20.4，27.9， 25.4 

， 17.2， 34.1刊であった。 Nr，Nr/NIともにRSBMで最も高く

なった。

4)養分消化率およびN出納の観点から見た場合、米糠およ

びN源を添加する事によって稲ワラの飼料価値を改善する

ことは、可能であると考えられた。ここで用いた4種類の

添加N源の中では、ゴマ粕が最も有効で、あると考えられた。

6 乳周種去勢牛のアルコール添加飼料による肥育試験

0斉藤利朗・佐蔵幸信・西邑隆徳・謙清一・米道機弥・田村千秋・裏悦次* (新得畜試， *根釧長試)

目的:わが国では一部の肥育良家において、アルコール或るい

酒類を給与することが以前から行われており、経験的にアルコ

ールが肥育牛の食欲場進、発育促進、肉質改善等に効果がある

と言われている.しかしながら、友初家畜に対するアルコール

給与効果についての研究は少なく、画一化された知見も得られ

ていない。そとで、本試験では、アルコールの畏期給与が肥育

牛の増体、飼料の利用位、産肉位および健康状態等に及ぼす影

轡について検討した。

方法:体重約Z80kgのホルスタイン去勢牛16頭(約7か月働)を4区

に分け、アルコール無添加、 O.Z~添加、 1.0~添加および5.0~添

加飼料をそれぞれ給与し、各試験区の平均体重670kgを目標に肥

育した。アルコールは、議厚飼料に対して繍蜜が5~混合される

ように踊製した緒蜜・アルコール水機液の形で添加した.

結果:1) 5.0~区の 1頭が、肥育開始から 1か月自にへい死した。

剖検した結果、第一胃穿孔と診断されたが、組織材料からは第

一胃穿孔後の組織の変化が大きく、アルコールによる急性成る

いは慢性の変化とは認められなかった。

Z)肥育終了時の体重は、無添加区および1.0~区の場合、それぞ

れ17.7か月働および17.9か月齢で684kgおよび680kgに達した。

しかし、 O.Z~区および5.0~区は、肥育期間を 3週間延長したにも

かかわらず、それぞれ659kgおよび647kgの体重に留まり、目標

体重を11kgおよびZ3kg下回った。金期間通算の日増体量は、無

添加区1.Z4kg、 O.Z~区 1.10kg、1. 0~区1. ZZkgおよび5.0~区1. 05

kgであった.

3)飼料の摂取量は、 5.0~区が潰厚飼料および乾草とも他の試験

区に比べて低い傾向で推移した。 1kg増体に要したTDN摂取量

は、無添加区6.00kg、 O.Z~区6.50kg、 1.0~区6.09kgおよび5.0~区

6.44kgであり、 O.2~区および5.0~区が無添加区より劣る結果とな

った.

4)枝肉重量および歩留は、無添加区391kg、 6 1.輔、 0.2~区373kg

59. 師、1. 0~区382kg、 62.4~および5.0~区378旬、 61.1~で、試験

区間に大きな差はみられなかった。枝肉絡付は、外観および肉質

項目のいずれにおいても試験区間に差がなく、全顕とも『並』と

僻価された。
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7 妊娠末期の飼料給与水準が双胎妊娠牛の飼養成紙に及ぼす影響

斉藤利朗・ O佐康幸僧・西邑隆徳・山本裕介・田村千秋(新得膏拭)

目的:牛受精卵移植は肉用牛の改良・増殖技術として実用化

段階に移行しつつあり、最近は本技術を活用した双子生産が

試みられている。しかしながら、肉用牛の鋼業標準では双胎

妊娠牛に係わる養分要求量は明らかにされていない。そとで、

双胎妊娠牛を対象にして妊娠末期の飼料給与水準の遣いが母

牛の体重変化、飼料の利用性および子牛の生時体重に及ぼす

影智を単胎妊娠牛と比較検討した。

方法:ヘレフォード、黒毛和種および~緩種(ホルスタイン

X アンガス)の受精卵を移植したヘレフォードおよびアンガ

ス経産牛11頭を用いた。供試した11頭の経産牛のうち、双胎

妊娠牛が8頭、単胎妊娠牛が3顕である。飼料給与水宣告は、 T

DNで日本飼養標準肉用牛(1987年版)により、 4頭の双胎妊

鍛牛に対して維持量と妊娠末期胎児1頭の発育に要する量を加

えて給与する区(双胎M区)、残り4頭の双胎妊娠牛に対して

維持量と妊鍛末期胎児1頭の発育に要する量の2倍量を加えて

給与する区(双胎H区)の2水準とし、単胎妊娠牛(単胎M区)

には双胎M区と同一飼料給与水準とした。給与飼料は、オーチ

ヤードグラス主体の乾草および浪厚飼料を用いた。乾草は1日

当たり7kgを定量給与として、それぞれの飼料給与水準に合致

するように濠厚飼料で調整した。飼料の給与は分娩予定3か月

前から行なった。また、分続予定1か月前に双胎M区および単

M区より2頭ずつ選定し、 2頭の非妊娠牛と合わせて消化試験

を実施した.

結果:1) 1日当たり乾物摂取量は、双胎M区7.14旬、双胎H区

8.58kgおよび単勝M区7.43kgであった。 1日当たり TDN摂取

量は、それぞれ4.36kg、5.52kgおよび4.57kgで、これらは飼養

標準の95耳、 117%および100%に相当した。

2)母牛の1日当たり増体量は、双胎M区0.18kg、双胎H区0.56

kgおよび単胎M区0.46kgであった。との期間の母牛自身の増体

量を求めたととろ、双胎M区-69kg、双胎H区-43kgおよび単胎

M区-21kgとなり、いずれも分娩直後の体重が開始時に比パて

減少した。特に、双胎M区の体重減少が大きく、単胎M区の約

3倍量となった。

3)子牛の生時体重は、雄..平均で双胎M区34.2kgおよび双胎H

区35.3kgと双胎妊娠牛聞に差がみられなかった。しかし、双子

は単子に比べて約7kg小さかった.

4)給与飼料全体の一般成分の消化率は、双胎妊娠牛と単胎妊娠

牛聞に差がなかったが、乾草のみを給与した非妊娠牛と比較す

ると、濠厚飼料を併給したととにより妊娠牛の方が高い値を示

した。

5)窒素蓄積量は、双胎妊娠牛と単胎妊娠牛聞に差がみられなか

った。非妊娠牛との比較では、妊娠牛が高い健となったが、と

れは室恭摂取量による遣いと考えられる。

8 水分含量がサイレージの好気的変敗に与える影響(その 2) 

0松岡 栄・石飛はるえ・長内 清・藤田 裕(帯広畜産大学)

目的:著者らは、先に、サイレージの好気的変敗と 率は有意に低下し (P<0.05，Pく0.01)、その程度は高

水分含量の関係を明らかにするため、サイレージに 水分サイレ ジのほうが大きかった.また、高水分

水を添加することにより水分含量を調節し、その好 サイレージでは、変敗により乾物、粗脂肪、ヱネル

気的変敗に与える影響を調べた(第 79四日本畜産学 ギーの消化率も有意に低下した (P<O.Ol)。一方、租

会)。今回は、水分含量の異なるサイレージを調製 繊維と N D Fの消化率は変敗により上昇し (Pく0.05，

して、好気的変敗を起こさせ、その程度を比較した。 Pく0.01)、その程度は低水分サイレージのほうが大

方法:オーチヤードグラス主体の同一原料草より、 きかった。 2)変敗サイレージ給与時に、窒素の蓄

高水分(80% )および低水分サイレージ (55%)を 積量、率ともに低下し (Pく0.05，P<O.Ol)、高水分

調製し、それぞれに次の処理を行った。すなわち、 変敗サイレージ給与時にはマイナスとなった。 3)

サイロから取り出したサイレージをよく混合した後、 第一胃内性状についてみると、変敗サイレージ給与

2等分し、一つは直ちに冷凍保存し(対照)、他の 時に、アンモニアと VFAの濃度が低下し (P<0.05，

一つは木枠内に堆積し、 7日間放置し(この間一日 P<O.Ol) 、その程度は高水分・変敗サイレ ジ給与

に一回サイレ ジ全体を撹持した)、放置後は速や 時のほうが大きかった。また、酢酸のモル比は変敗

かに冷凍保存した。このようにして調製した 4つの サイレージ給与時に高く (P<O.01)、プロピオン酸の

処理サイレ ジを 4頭のめん羊に給与して、消化試 モル比は低くなった (P<O.Ol). 4)変敗による、問、

験および窒素出納試験を行うとともに、第一胃内性 DCP， TDN， DEの損失割合は、高水分サイレージでそ

状についても調べた。 れぞれ 20， 59， 32， 34%であり、低水分サイレージ

結果 1)変敗により粗蛋白質、可溶無窒素物の消化 で 11、46， 15、 17%であった。
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9 調製条件の遣いが粗飼料中の β カロチン含量に及ぼす影響

0峰崎康裕、上村俊一、花田正明、杉本亘之、塚本 遥(根釘1[農試)

① 目的 ビタミン Aの前駆体である β カロチンは、

牛の繁殖との関連で近年注目されているが、牧草中

の含量については不明な点が多い。そこで、粗飼料

の調製条件による β カロチン含量の変動を生草、牧

草サイレージ、及び乾草について測定した。

② 方法 分析には、 6月 1日から 11月10日まで乳

牛に青刈り給与したチモシー主体の l番草から 4番

草、及び翌年同じ草地で調製した l番草低水分サイ

レージ、 2番草乾草を用い、一般成分と β カロチン

含量を測定した。また、別の草地で 1週間毎に刈り

取り時期を変えて調製した 1番草及び 2番草の中水

分ロールベールサイレージについても同様に測定し

た。サンプルは、採材後マイクロ波を 2.5分照射し

酵素活性を抑え、 400C24時間乾燥後真空遮光して冷

凍保存した。 β カロチンの測定は、高速液体クロマ

トグラフ法によった。また、 β カロチン含量が異な

る牧草サイレージを分娩前後の乳牛に給与し β カロ

チンの効果を検討した。

③ 結果 生草の β カロチン含量(乾物中)は牧草

サイレージや乾草に比べ多く、また青刈りの 1番草

及び 2番草では熟期が進むごとに減少した。同一草

地で調製したロールベールサイレージでは、刈り取

り時期が遅れるに従い乾物中の CP含量が低下した

が、 β カロチン含量も 6月半ばの早刈りに比べ 8月

初めの遅刈りでは 5分の1 に減少し、 CP含量とは

高い相関関係があった (r=O.979)。また、同じ草地

における 2番草ロールベールサイレージでも 1番草

からの刈り取り期間が短いほど β カロチン含量が高

くなった。低水分サイレージ及び乾草では、調製中

の損失が多く、乾草調製時で原料草の 10分の lに減

少した。乳牛の血液中 β カロチン濃度は、分娩後低

下し 2週以降増加したが、高 β カロチン飼料 (80mg/

kg乾物中)は低 β カロチン飼料 (27mg/kg) より分娩

後の β カロチン讃度が有意に高かった。粗飼料中の

β カロチン含量は、刈り取り時期や調製条件により

大きく変動した。

10 食用きのこ廃培地のめん羊における摂取量と消化率

O山川政明・阿部英則・岡本全弘(道立滝川|畜試)

<目的>人工栽培されている食用きのとの多くはリ のうち 30%は廃培地を、残り 70%は乾草を給与した.

グニンを選択的に分解・利用する能力を持っているo 窒素含量は補正しなかった。水、図形塩は自由摂取

従ってこれらの廃培地はリグニン含量が減少し、残 させた。試験は予備期 7日間、本期 5日間で、全糞

された繊維成分は消化酵素に対する反応性が高まっ 採取法とした。

ている可能性がある。そとで演者らは、との廃培地 <結果>乾物摂取量が最も多かったのは NH3マイタケ

の飼料としての可能性を消化試験を通じて検討したロ 廃培地で、無処理ナメコ廃培地がとれに次いだが、

<方法>試験に供した廃培地は、エノキタケ、ヒラ 他の廃培地については後処理したものも含めあまり

タケ、マイタケ、ナメコ、タモギタケ(以上ビン栽 摂取されなかった。乾物消化率が高かったのはナメ

培)およびシイタケ(ブロックおよびほだ木栽培) コおよび NH3タモギタケ廃倍地であったが、とれら

である。おがくずを用いたピンおよびブロック栽培 も乾草には及ばなかった。ナメコ廃培地に対して蒸

の廃培地は粒度が 1~ 2mmであったのでそのままめん 煮処理を行ったが、処理による改善効果は大きくな

羊に給与した。シイタケ廃ほだ木は 20mm以下の細片 かった。

にしてから給与した。給与試験には、無処理の廃培 以上のように、食用きのと廃培地のめん羊におけ

地の他、アンモニア処理(エノキタケを除く各廃培 る摂取量、乾物消化率は無処理ではもちろん、アン

地をパックサイロに詰め、乾物重当たり 3%のアン モニアあるいは蒸煮処理しでも乾草には途〈及ばず、

モニアガスを注入。以下 NH3と略記)および蒸煮処 飼料としては不適当であると判断された。

理(ナメコ廃培地に 16kg/cnl・7.5分間)したものを供

試した。乾物給与量は 1自体重 1kg当たり 20gで、そ
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11 めん羊における反銅胃内容物粒度別分画のダイナミックスと総乾物消失の関連

0一戸俊義・杉本昌仁・田村忠・諸岡敏生・大久保正彦・朝日田康司〈北大農〉

目的:反銅胃内容物固相は種々の粒度の飼料片から構成さ 各分画重量は、内容物総乾物量に各分画割合を乗じて求め

れる。粒度の大きな飼料片分画は、岨嶋、発酵、磨砕によ た。内容物総乾物消失速度およびLP破砕速度は、それぞれ

り物理的破砕および化学的分解を受け、更に微細な粒度分 の経時的減衰を直線回帰式にあてはめ、その傾きから求め

画に移行し、 Criticalsize(1180μm)以下の飼料片は反鈎 た。 SPの反鈎宵内通過速度は、既報れのS悶標識600μm飼料

胃内通過が可能になる。従来反努胃内容物の消失は、固相 片の通過速度とみなした。既報 1)の結果から、各乾草給与

を単一相とみなし、その通過、分解の観点から検討されて 時において、 LP破砕速度はSP消失速度と同等と推定された

きた。しかし、内容物固相の微細化、発酵、通過の様相は ため、 LP破砕速度からSP通過速度を差引き発酵によるSP消

粒度分画毎あるいは、摂取飼料の種類によって異なること 失速度とした。液相摘出速度は、ポリエチレングリコール

が想定される.今回は既報〈反銅胃内容物粒度分布の経時 4000をマーカーに用いて測定した。結果:1)内容物総乾物

変化 1)、および希土類元素マーカーによる飼料片粒度別通 消失速度は、 Hl，H2，H3でそれぞれ40.1，33.3， 35.6 

過速度2):日畜83回大会.1990)の結果を合わせて、刈取 g/hrであり、 H1がH2， H 3に比べ有意に高かった(Pく

り時期の異なる乾草を給与しためん羊の反銅胃内容物粒度 .05)0 2)LP破砕速度は、 Hl，H2，H3でそれぞれ 28.3，

別分画のダイナミックスと総乾物消失の関連について検討 23.6， 21.8 g/hrであり、H1が高い値を示したものの、有

した。方法:反銅胃カニューレ装着去勢成めん羊4頭を供 意差は見られなかった。 3)SP通過速度および発酵による消

試した。刈取時期の異なるオーチヤードグラス 1番刈乾草 失速度は、 H1で 9.5，18.8、H2で 17.9，5.7、H3で

3種 (H1 .出穂前， H 2.出穂:開花=1:1，H3.開花: 19.9， 1.9 g/hrと推定された。 4)単位時間あたりの内容物

結実=1 : 1 )をそれぞれ無細切で 1日1回1300g給与した。総乾物消失量のおよそ50%は、 H1では SP発酵によるもの

給与後3，7，11，15，19，24hrに反銅胃内容物を全量取出し、 であったが、 H2 ，H 3においては SP通過によるものであ

代表サンプルを採取した。サンプルは、湿式筒別法(日畜 った。 5)液相流出速度は、 Hl，H2，H3でそれぞれ0.48，

8 1回大会.1989)により簡別し、反鈎胃内容物中のLarge 0.52， 0.65 2/hrであり、 H3が有意に高く (Pく.05)、液

particle分画(LP，>1180μ聞〉、SmalI particle分画(SP，47..... 相続出速度が増加するに伴いSP通過速度も増加する傾向が

600μm)および可溶性分画(SOL，く47μ聞〉の割合を測定した。 みられた。

12 

1 . 目的

牧草の乾物消化の動的モデルの推定

石栗敏機(中央農試)

乾物消化率 =Kd/ (Kd+Kp) 

前回は牧草の自由採食量と乾物排池量および可消 乾物不消化率 =Kp/ (Kd+Kp) 

化乾物摂取量の関係について報告した。今回はこれ K d = (消化率/不消化率) X K p 

らの関係をもとに.乾物消化の動的モデル(消化ダ 自由採食量=不消化乾物滞留量 X (Kd+Kp) 

イナミックス)の推定を試みた。 充満量=不消化乾物滞留量+可消化乾物滞留量

2. 方法 3. 結果

オーチヤードグラス 102点.アルフアルファ 57点を 両草種ともに生育が進んでも.滞留量と K p の値

用いた。乾物の遅延滞留量の考え方は前回示した通 には変化が少なかった。しかし K dはアルファル

りである。 ファの 3番草以外は生育とともに小さくなった。 K

以下に示した関係から乾物の消化管通過速度定数 dは両草種ともに 1番草での低下は顕著で消化率よ

( K p) および消化速度定数(K d) を求めた。 り低下の度合が大きかった。オーチヤードグラスの

不消化乾物滞留量=乾物遅延滞留量+乾物排池量 K P. K dは春の 1番草から夏の後半の再生草で高

K p 乾物排池量/不消化乾物滞留量 い値を示し.秋には低下した。アルフアルファでは.

可消化乾物摂取量=可消化乾物滞留量 X K d 自由採食量に番草間で大きな違いがなかったが秋の

乾物消化率=可消化乾物摂取量/乾物摂取量 3番草で滞留量が少なく K pの値が最も高かった。

=可消化乾物滞留量 X K d / (可消化 充満量 K P. K dの平均値は.オーチヤードグ

乾物滞留量 xK d +不消化乾物滞留 ラス 72.4 g / k g" . • '; . 0 . 62. 1 . 05. アルフアルファ:

量 X K p) 85. 2g/kg""'. 0， 70. 1. 19であった。

可消化乾物滞留量=不消化乾物滞留量 とすると
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13 デンプン粕 M B Pの生産と肉豚の消化率について

0宮崎 元、阿部英則、山川政明、岡本全弘(道立滝川畜試)

目的:馬鈴薯デンプン粕に麹カピを接種する固体隠 結果:M B Pの l回当たりの生産量は 40kgであり、

酵により M B P (Microbial Biomass Protein)を生 培養期間 3 日間後の純蛋白質含量は 15.3%となり、

産し、培養物全体の飼料化を図る。とのため、 MB 日畜 81回大会で発表した少量倍養時と同程度であっ

P の生産技術および肉豚における消化率を検討したロ た。 MBPの成分を固体発酵前と比較すると、純蛋

方法:馬鈴薯デンプン粕(脱水デンプン粕に水分調 白質と粗繊維含量が増加し、澱粉とへミセルロース

整のためポテトパルプを混合)のデンプンをアルフ 含量の低下が認められた。

ァー化するため蒸煮し、冷却後麹カピ (Aspergillus 消化試験における摂取量は、 MB P (乾燥)が M

oryzae TK-41株)を嬢種し、直径約 1cmの粒状とし B P (生)に比較し有意に高かった。とのととは、

た後、麹ぶた(約 2kg量)に移し、発酵室(室温 30 MB  P (乾燥)は粉砕して混合したため選択採食が

℃、湿度 90%)で 3 日間の培養を行った。なお、室 できなかったが、 M B P (生)はその形状が大きか

素・リン酸掘として尿索、リン安を原物量に対し各 ったため、選択採食が可能で、しかも尿素の分解に

1 %添加した。 伴うアンモニア臭によるものと考えられた。

消化試験に供した飼料は豚産肉能力検定飼料を基 デンプン粕、 M B P (生)と M B P (乾燥)の T

礎飼料とし、その乾物の 30%を生の MBP、乾燥 M DN含量(乾物当たり)は、それぞれ 81.0、 69.8、

B Pおよびデンプン粕で代替したもので、給与量は 67.8%で、 D C P含量は、それぞれ 0、 17.8、 15.6

体重の 4%量とした。消化試験はランドレ}ス去勢 %であった。

雄 8頭(体重 27-41kg期間)を供試し、予備期 5日

採糞期 5日の全糞採取法で実施した巴

14 メン羊の硝酸塩代謝に及ぼすL-Cysteineの彰響

OIgnacia BRAGA m・高橋潤ー・古川 修・・松岡 栄・藤田 裕 (帯広畜産大学・・雪印種苗)

[目 的]前報までに、主としてinvitro試験によ

ってメン羊の硝酸塩代謝に及ぼすL-Cysteineの影響

を検討してきたが、今回は何 vivoにおける蕗響を

調べる。本報では硝酸塩およびレcysteine投与時に

おけるメン羊の第一胃液と血液性状の変化について

報告する。

[方 法]維持量のアルフアルファキュープを給与

した第一胃フィスチュラ装着の去勢成メン羊 4頭を

2頭ずつに 2分した。一方を負の対照群として代謝

体重あたり1.3gのNaN03 を、他の 2頭には対照群と

同量の硝酸塩とともにL-Cysteineを硫黄量で代謝体

重あたりO.21g相当量を、いずれもフィスチュラを

通して投与した。これら 2群に対する 2処理は反転

して各処理 4頭が割り付けられるようにした。各群

について、投与し5時間前、投与後1. 2， 4， 8時間

後に第一胃液および頚静脈血を採取し、第一胃液に
.笠倒肱

ついてはpH、VFA、アンモニア、硝醸酒夏および酸

化還元電位を、血液については総ヘモグロビン、メ

トヘモグロビンおよびへマトクリット値を測定した。

[結 果] (1)第一胃液pHの経時的パターンは，対

照群と硝酸塩+L-Cysteine投与群聞に大きな差はな

かった。 (2) 第一胃液の酸化還元電位は、対照群で

は硝酸塩投与後 4時間固までの変化量が比較的わず

かで、 8時間目に 219mVに低下した。これに対して

硝酸塩+L-Cysteine投与の試験群では、投与後 1時

間目に-235mVまで低下し、以後も低レベルを保った。

(3) 第一胃液の亜硝酸濃度は、対照群では投与後 2

時間目以降急増し、 4時間目に 3.3mg/100皿lのピー

クを示した。これに対して試験群では 8時間固まで

著しい漉度の変化がなく、 O.lmg/100ml程度の低漫

度で推移した。 (4) 血中メトヘモグロビン漫度は、

対照群では第一胃内の亜硝酸漫度の増加に対応して

4時間自にピークを示し、総ヘモグロビン量に対す

る割合は17"に達した。しかし、試験群ではえトヘ

モグロビン漉度の上昇はほとんど認められなかった。

λ
斗ムつ臼



15 時間制限および時間無制限給与における飼料の混合給与と去勢牛の採食量の関係

0森田茂・八木誠，寺田浩哉・西埜進(酪農大)

1.目的 時間制限給与および無制限給与時における，

飼料の混合による去勢牛の採食量および採食行動の変

化を，採食期の継続時間別頻度も含め検討した.

2.方法 ホルスタイン去勢牛16頭を用い，給与時間

制限の有無により， 2つの試験を実施した(試験1，2)• 
飼料はペレット状記合飼料とイネ科主体細切二番刈乾

草を用いた.処理は，両試験とも飼料混合の有無によ

り分別給与区と混合給与区とした.両試験とも混合給

与区の配合飼料と乾草の混合比率は，分別給与区での

採食比率に従った.試験1の分別給与区における飼料

の給与は， 7:00および19:00に乾草，配合飼料の11慣で各

飼料40分間計80分間行った.混合飼料区では，混合飼

料を7:00および19:00に80分間ずつ給与した.試験2で

は，飼料給与時聞を制限せず， 8:00および17:00の1日

2回飼料を給与し，記合飼料と乾草あるいは混合飼料

を自由採食させた.飼料は，両試験とも残飼量が給与

量の10%以上となるように給与した.いずれの試験に

おいても予備期10日本期2日間行い，本期中の両飼料あ

るいは混合飼料の採食量を測定した.本期中はさらに，

試験1では飼料給与時間内，試験2では24時間の採食

行動観察を行い，採食行動の開始時刻と終了時刻を記

録し，採食時間，採食期の回数，各採食期の長さ(継続

時間)および継続時間別の採食期頻度を求めた.

3.結果分別給与区での乾草と記合飼料の採食比率

(混合給与区での混合比率)は，試験1で平均10:90，試

験2で平均14:86となった.給与時間を制限した試験1

における乾物採食量は，混合給与区の方が分別給与区

に比べ有意に多かった.採食時聞に処理聞の差はみら

れなかったが，採食期の回数は混合給与区の方が分別

給与区に比べ有意に少なかった.混合給与区における

4分以下の採食期頻度は分別給与区に比べ少なく， 4

分を超える採食期では多かった.試験2における乾物

採食量，採食時間および採食期回数は，両区ともほぼ

等しかった.また，採食期頻度にも両区間の差は認め

られなかった.これらのことから，飼料の混合給与は，

給与時聞を制限した場合にのみ， 4分を超える採食期

頻度の増加により，採食時間および採食量に影響を与

えると結論した.

16 混合飼料給与時に於ける泌乳牛の採食量に及ぼす給餌量の影響

。田鎖直澄・早坂貴代史・山岸規昭〈北海道農試〉

【目的】 自由採食量は一般に残食量が存在する条 した.行動観察は各期の後半 3日聞に行った.

件下での採食量を指しているようであ忍が，残食量

が少ないと飼料の選び強しが見られることが多く，

その場合，無条件で生理的規制に基づく自由採食量

とはいい難い.そ乙で今回，混合飼料 (TM R)に

ついて，残食量の多少，すなわち給餌量の違いが泌

乳牛の採食量 (0M 1 ) ，採食・反銅パターン，残

食の成分パターンに及ぼす影響を検討した.

【方法】 泌乳前期のホルスタイン種乳牛 4頭を供

試し，給餌量を 4水準とし個体と時期(各期 7日間〉

をプロックとする 42のラテン方格法で試験を実施し

た.飼料は T0 N 72.1%， C P 17.2%の混合飼料で，

1日2回等量給与した.給与水準は， まず飼料馴致

期聞に乾物で 25.0kgを給与し，残食量が4.0kg以上の

個体は 7日間の DMIを第 1水準の給餌量とし，残

飼料が 4.0kg以下の個体は 31.3kgを給与したときの

7日間の DMIを第 1水準の給餌量とした.残りの

3水準は第 1水準に 3.0kgづっ上乗せした給餌量と

【結果】 1) 1日当り 25.1kg，28.1kg， 31.1kg及び

34.1 kgの乾物給餌量に対し DMIはそれぞれ 24.7kg，

26.6kg， 27.1kg及び27.1kgとなり，給餌量が増加す

るにつれて DMIは増加した. 2)給餌量により乳量

(41.0.......41.6kg) ，乳脂率 (3.3.......3.5%) および無

脂乳固形分 (8.5.......8.6%) は影響されなかった. 3) 

給餌量が増加するにつれて体重は増加した. 4)給餌

量が増加するにつれて，給餌後の最初の採食期時聞

が減少し，給餌したとき以外の自発的，間欠的な採

食期時聞が多くなり，採食速度が低下した. 5)給餌

量が増加するにつれて強食量が増加し，その飼料成

分は給与した混合飼料の飼料成分により近似した.

以上から，残食量が少ない場合， あるいは給餌飼

料と残飼料とに質的な違いが認められる場合は，給

餌量を増やさなければ，乳牛の自由採食量は家畜側

の生理的規制よりも給餌量によって規制されること

が推察された.

F
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17 傾斜放牧地における牛道の分布およびその形状と牛群の食草・移動行動

0安江健・近藤誠司・大久保正彦・朝日田康司 〈北大農〉

目的:演者らは傾斜地を利用した牛群の放牧管理技術につ

いて一連の研究を行なっている。傾斜地の放牧利用を考え

る場合、牛道の形成・拡大による土場侵食は放牧地の維持

・管理上大きな問題点の 1つである。山地傾斜地における

牛道についてはいくつかの報告がなされているものの、土

・草・牛の総合的関連から牛道を検討した報告はほとんど

ない。種々の傾斜面を持ち、沢や谷が入り組んだ、地形の

複雑な放牧地においては地形が牛群の行動に影響を及ぼし、

その結果牛道の分布およびその形状に影響を及ぼすものと

考えられる。そこでまず本報では地形の複雑な傾斜放牧地

における牛道の分布・形状と、牛群の食草・移動行動の関

連について検討した。

方法:1967，68年に蹄耕法により造成された北大牧場の放

牧地のうち、最も傾斜面が多く地形が複雑な牧区〈商積

9.8 ha)を対象牧区とした。この牧区は従来5月 1日から

約200日間の放牧期間中、毎年111・24カ月齢のへレフォード

種育成牛を2・4頭/haの放牧強度で輪換放牧してきたもので

あった。この牧区内で完全に裸地化している牛道111本、 91

箇所について、斜面の傾斜度と牛道の仰角、幅、探さにつ

いて計測を行なった。 1989年7-9月の問、ホルスタイン

牛5頭(5-111カ月齢〉とへレフォード牛32頭(12-15カ

月齢〉からなる牛群を 1週間単位で輪換放牧し、 l各月 1回

ずつ、対象牧区に移牧後2日目と 6日目にホルスタイン牛

4頭を標識牛として211時間の行動観察を行い、行動形と牧

区内位置を15分間隔で記録した。

結果: 1)対象牧区においては、頂上付近や沢型の源頭部

に10・50聞の牛道が等高雄に沿って多数平行に分布し、樹林

地や緩斜面部に100m以上の牛道が分布していた。また 10聞

前後の牛道が沢沿いの急斜面や塩場に分布していた。 2)

牛群は樹林地以外のほぼ全域を食草していたが、牛道を利

用しての食草は傾斜度20。以上の頂上付近や沢型の源頭部

の牛道に隈られ、 20。以下の緩斜面や平垣部では食草時に

牛道をほとんど利用しなかった。 3)樹林地や巌斜面、沢

沿いの急斜面や塩場の牛道は主に移動に利用されていた。

なかでも昼間の主な食草場所と給水・給塩施設の聞の牛道

は特に移動による利用頻度が高かった。 4)牛道の仰角、

幅、深さは食草用の牛道に比べ移動用の牛道でいずれも大

きかった。移動用の牛道では、 1本の牛道上各iJlJ定箇所に

おける仰角、幅、深さは変動が大きく、地表面の凹凸が影

響を及ぼすことが伺えた。 5)牛道の深さは牛道の仰角に

比例して大きかった(r=0.68:P<0.01)。移動用の牛道のう

ち仰角のほぼ等しい牛道同士を比較すると、利用頻度の高

い牛道の探さは大きい傾向にあり、仰角とともに牛の利用

頻度も牛道の探さに影響を及ぼすものと考えられた。

18 群構成頭数の異なる放牧牛群における空間行動の違い

0近藤誠司・安江 健・大久保正彦・朝日田康司 〈北大農〉

目的:演者らは放牧牛の群管理技術に閲する一連

の研究を行っている。現在までに、 24時開放牧し

ている牛群の空間行動は占有面積において行動型

と関連した日周性が見られる〈近藤ら，北大牧場

研輔、 1975)、ストリップ放牧方式で時間制限放

牧した搾乳牛群の空間行動には、放牧面積および

放牧区の形状が関連している〈日畜 78回大会， 19 

86) ことなどを明かにしてきた。一方、群構成頭

数は放し飼い運動場などにおいて牛群の社会行動

および空間行動に影響することが示唆されている

(Kondo et al.， AppI.Anim.Behav.Sci.，1989) が、
放牧地での行動に関しては不明な部分が多い。そ

こで、群構成頭数の異なる育成牛群 2群を、 1頭

当り面積が同じになるよう設定した実験牧区に放

牧し、日中の空間行動を観察した。

方法:北大牧場の 0.1ー 0.2ha/頭の放牧区で輪換

放牧されている育成牛群 36頭〈叫h斗鴨種 32頭叫1

9イン種 4頭、 SA群〉および 22頭〈叫フドト"種 17頭M

Hイン種 5頭、 SB群〉の 2群を供試牛とした。両群

を別に設定した比較的平坦でほぼ長方形の実験牧

区(SA群 163.2111"/頭、 S8群 1115.4111"/頭〉に 211

時開放牧し、日中の行動 (12時一 18時および 5時30

分一 12時〉を 9イムラフ。AVTR装置で撮影した。観察終

了後、 CRT画面上で 30分間隔の両群の採食行動頭数

を記録したほか、 20頭を抽出し、 TVH-s装置を用

いて群の平均最近接個体間距離(rA、聞〉、 rAと

その期待値との比 R、占有面積(111" )を算出した.

結果: 1. 通常の輪換放牧区 (0.1-0.2ha/頭〉

での日中の行動と比較すると、実験牧区では両群

とも入牧直後に全群の採食が 2時間余り見られた

ほか、ほぽ同じ時間帯に揺食が見られた。両群の

全・頭に占める採食頭数の割合は全観察の平均で

67.9および 65.4%と大きな差はなかった。

2. rA(m)の総平均は SA群 4.3、 S8群 2.8と、 SA群

が有意に高かった (P<O.OI) 0 SA群の平均 R値は

0.7、 SB若手は 0.5と、相対的にも群構成頭数の大き

いSA群がより広がっていることが示された。

3. 平均占有面積(ポ)はSA群が 790.0、SB群が

1199.0と有意な差 (P<0.05)があったが、 1頭当

り占有面積(ぽ/頭〉はほぼ同じで差はなかった.

4. 日の出・日没時の採食時間帯と休息時間帯の

空間行動を比較すると、日の出・日没時の群の占

有面積〈ぽ)は SA、 S8群で 933.1，873.8と差はな

かったが、 R値はそれぞれ 0.8および 0.5で SA群が

1.6倍に広がっていたことを示し、休息時の両群の

R値は 0.5および 0.11とほぼ同じ広がり方を示した。
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19 ミノレキングパーラー搾乳の作業能率と作業姿勢

。西埜 進・森田 茂・桐本正裕・内川 透(酪農大)

目的:放し飼い牛舎VL:t~ける管理する側<作業者> 業工程別の時間割合は，パーラー搾乳とカワシエイ

と管理される側<牛>の管理技術マニアルを作成す ド搾乳で差が左かヲた. 1時間当り搾乳頭数は，パ

るため，演者らはフリーストー Jレ牛舎の苔舎環境， ーラー搾乳の方がカワシエイド搾乳よりわずかK少

排糞行動，畜舎管理の作業能率お‘よび作業姿勢念ど 左<， 1人 1時間当り搾乳頭数ではノζーラー搾乳の

継続調査を行っている.今回は，放し飼い牛舎にな 方が世K多かった. 1頭当り搾乳時聞は，パーラー

けるパーラー搾乳の作業能率，作業姿勢がよび作業 搾乳がカウ γ エイド搾乳よりも短かったが，個体間

強度を，繋ぎ飼い牛舎のカウシエイド搾乳と比較検 の変動はほぼ等しかった.適正姿勢(直立)の頻度

討したので，その概要を報告する.方法:調査牛舎 は，搾乳作業ではパーラー搾乳の方が極めて高<， 

は，放し飼い牛舎(へリングボーン型・ 4頭復列・ 準備作業と後始末作業で差は左かった.不適正姿勢

6頭復ヂIJ，搾乳頭数 72頭)4戸と繋ぎ飼い牛舎(カ (前傾，前屈，そん居)の頻度は，パーラー搾乳が

ワシエイド搾乳，搾乳頭数 48頭)4戸である.作業 カウシエイド搾乳の約半分であった.作業距離は，

時聞は，搾乳管理作業<準備，搾乳，後始末>の工 パーラー搾乳の 1時間当りで約 3496， 1頭当りで約

程別時間と搾乳時間<ティートカップ装着>を計狽IJ 2896ほどカクジエイド搾乳よりは少左かった.作業

した.同時 K各作業者の作業距離を測定した.作業 強度は，心拍数の増加率からはパーラー搾乳とカウ

姿勢は，作業者 1名の 1分間隔の写真撮影で，直立， γエイド搾乳の間 K差が左かった.以とから，

前傾がよびそん居左どの 6姿勢に分けた.作業強度 へリングボーン型 4頭復列の 1時間当り搾乳可能頭

は，作業者 1名K心拍数記憶装置脅作業開始 1時間 数は約 48頭，搾乳作業は直立が多<，作業距離の短

前から終了 1時間後まで付けて測定した.結果:作 かいととが判明した.

20 自動給餌機の利用における牛群内順位と採食行動制御の関係

O安藤 哲・竹下 潔・工藤吉夫・植竹勝治(北海道農試)

1.目的 近年導入がなされている 7ト1トル牛舎では，牛 た. 3. 結果 対照区では，給餌Xテサヨンに入る総時間，総

は群飼で管埋され，臨合飼料は個体識別装置付きの自動給 回数は，順位とは相闘がなかった.上位牛の採食間隔はほ

餌機によって給餌するものが増加してきている.そこで， ぽ12時間であったが，下位牛は必ずしも 12時間間隔とはな

自動給餌機の利用実閣と，牛群内順位との関係について調 らなかった.牛が採食中に給餌ステーションから，他の牛によっ

査した. 2. 方法 供試牛は制対イン種泌乳牛を 11~16頭用 て追い出される割合(出され率)は，上位牛よりも下位牛

いた.体重， ~量次，乳期はまちまちであった.試験は午前 で多いが，必ずしも下位牛から 11固に多いわけではなかった.

9:30より翌日の午前9:30までを1日として行なった.試験期 また，この割合は，同じ牛でも日によって変動が大きかっ

聞は10日間で対照区が3日間， 4日目にMトのヨンt・z寸ーの設定 た.試験1では対照区と試験区で下位牛の出され率と入った

を変更し最後の3日聞を試験区とした. この間牛群構成は， 回数は平均で9.9%から 19.3%，5.0回から 14.6聞に増加し，上

変更しなかった.給餌日サヨンへの牛の出入り，記合飼料の 位牛の入った回数は5.4回から 10.4固に増加し，下位牛に給

給餌量，それらの時刻は， 自動的にヨン1:'1ートに収録した. 餌A1ーシヨンを利用しやすくする点で逆効果であった.試験2

臨合飼料は 1頭当り 3~8Kgの給与で 1 日量を 2分割で与えた. では下位牛の入った回数は平均11.1回から 18.8回へ増加し，

対照区では午前9:30より 2時間は，直接観察を行い，牛群内 出され率は平均では27.9%から 26.3%と変化がなかった.試

の牛の社会的順位を調査した.試験lでは下位牛5頭の配合 験3と試験4では試験区と対照区で顕著な差が認められなか

飼料の1日量設定更新時刻を9:30から 15:30へ，試験2では下 つた.以上の結果により，更新時刻の変更のみでは，下位

位牛3頭の更新時刻を 9:30から 12:30へ，試験3，4では上位牛 牛に対して効果は少ないが，更新時刻の変更を行うとすれ

5頭の更新時刻を9:30から 13:00へ変更した. r-~収録と同 ぱ， 1日2分割の条件であれば，下位牛の更新時刻を上位牛

時に牛の給餌日サヨンへの出入りを24時間VTRに記録し観察し rJ~-1 ・が採食を終了する時刻にするのがよいと考えられた.

- 27-



21 濃厚飼料自動給餌機の動作及び利用のモニタリング

O竹下 潔・工藤吉夫・安藤 哲・植竹勝治〈北農試〉

【目的】コンビュータ制御の濃厚飼料自動給餌機は 門S-DOS上の N88BASICで収錯用プログラムを作成し、

フリーストール牛舎とともに近年普及が進みつつ 他のデータの処理及びCRTへの表示用プログラムは

ある機器である。しかし、給餌機の利用状況は日報 Turbo Cを用いて作成した。

の形で表示(印字〉され、経時的にはわからないも 【結果】収録したデ}タは約86，000件/日であった

のがほとんどである。このため残食の多発等トラプ 。これから抽出した受信の始・終のデータは、牛の

ルの原因追求は困難になっている。そこで、給餌機 頭数や給与飼料の量等により大きく変動するが7-8

と制御機との通信用データを他のパソコンで受信・ ，000件程度となった。さらに入居毎に集計し、約3

解析することにより給餌機をモニタリングする方法 -400件のデータに集約した。この集約したデータ

を検討したのでその結果を報告する。 を使い CRT画面に経時的に表示した。表示時刻は、

【方法】北農試・第一牛舎の自動給餌槙と群飼の乳 朝9時から 24時聞を原則とし、画面上で利用時刻、

牛群を使用した。給餌機と制御機との通信データを 時間、採食量の概要等がわかるように工夫した。ま

RS-232Cケープルに出力し、これをパソコンで受信 た日付、給餌機、牛番、 1D番号が指定できる他、

し、収録した。収録データには、今回の処理には使 指定外の牛の利用の検索等も指定できる。 1日分の

用しないデータが多く含まれており、識別コードに 給餌機の動作・利用がモニタリングでき、管理者が

着目して給餌棋での受信の始めと終りのヂ}タのみ 視覚的に容易に状況判断できるので、日常の管理 iこ

を抽出し、解析を行った。使用したハードは、バソ 有効と思われた。また牛舎内で発生した給餌槙の給

コン本体制EC，PC-9801V門2)に固定ディスク (40門b)、 餌停止や残食の多発等各種トラプルの結果も反映し

ラムディスク (3門b)とCRTである。ソフトウエアは、 ており、原因の究明にも効果的であった。

22 牛の最小可聴聞について

O植竹勝治・工藤吉夫・安藤 哲・竹下 潔〈北農試〉

_L______ll血 家畜管理上，動物の感覚器官の能力が分 豆ιj宣塁 ①標準正規分布モデルへのあてはめは，

かっていると有用な乙とが多い。そこで本試験では， 単回婦における分散分析の結果， .064， 8， 16kHzを

オベラント条件づけを用いた方法により，牛舎内に 除く全ての周波数で妥当と思われた(有意水準5%)。

おける牛の聴力を測定したので，結果を報告する。 また音を提示していない時の「誤」反応も 1セッシヨ

~ー左益 供試牛には，第83回日本畜産学会大会で ン7.6::!::8.0(平均::!::SD)回あったが， r誤」反応教と「

報告した方法により，音一応答プレート押し行動を 存」反応数の相関係数は0.22で， r誤」反応の「存」反

形成した生後 5カ月齢のホルスタイン種育成雌牛 3 応への影響はほとんどないものと思われた。②牛の

頭を用いた。音の周波数は 1kHzを基準にオクタープ 各凋波数での最小可聴聞は，それぞれ， (.064kHz， 

単位で設定し (.064-16kHz)，各周波数とも強さ( 61.8dB)， (.125，44.2)， (.250， 38.7)， (.500，30 

単位dB) を4， -5段階，セッション毎に変化させた。 .5)，( 1， 27.6)， ( 2， 18.8)， ( 4， 44.7)， ( 8， 

1セ、ッションは 10試行とし，その聞の反応を記録し 30.2)，(16， 20.3)と推定された。聴力図は晴乳動物

た。音に対する応答あり cr存」反応〉と応答なし( に特有の形を示し， 2kHzで一度最良の感受性となる

「無」反応)から，各周波数・強さにおける「存」反応 ものの， 4kHzでは感受性の低下が見られ，それ以上

の比率を算出し，精神物理学的測定法にもとづき， の高周波数域では再び感受性が向上した。@実験中

それが標準正規分布の左側の面積割合を反映したも の牛舎内における背景雑音の強さは 52.0::!::2.3dBで

のとみなして， z値〈標準得点〉を標準正規分布表か あった。したがって，周波数によっては音がマスキ

ら求め， z値を従属変数，強さを独立変数とした回 シグされている可能性もあり，実際の牛の最小可聴

婦直線にあてはめて， z =0 (r存J反応率50%)とな 聞はここで得られた値よりも低いものと思われた。

る強さ〈闇値)を推定した。
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23 サラプレッド種における収得賞金の遺伝率の推定

O森海康喜・中島健治・市川 舜 (酪慶大)

【目的】サラブレッド種の競走能力を表わす尺度の

一つである収得賞金の遺伝率については、 これまで

Langlois ('80) とTcilley(' 85)が、総説で各国研

究者の報告値を紹介している。 この中でわが国の例

として、設辺ら( ， 65)が報告した中央競馬での種

雄馬40頭からなる 3歳産子 571頭の記録から求めた

0.49の値がある。 しかし、 i 渡辺らの健が他の報告側

と比較してやや高いことが伺われた。そこで今回演

者らは、 出走回数の影響，分散成分の推定方法，更

に分布を正規分布に近似させるための変換方法を加

えながら、 3歳馬の収得賞金の遺伝率を検討した。

[方法]供試記録は、年度ごとに中央鷲馬での各馬

の鷲走成績が種雄馬別に記載されているサラブレッ

ド血統センタ一発行の競馬年鑑を用いた。分析デー

タには、 ， 82年度から '87年度の聞に 3歳産子の鷲走

記録を30頭以上持つ種雄馬を取り上げ、種雄馬数と

産子総数はそれぞれ72頑と 3675頭となった。 なお統

計モデルは、年度と性を母数効果とし、種雄馬を変

量効果とした。 また、分散成分の推定には SASの

VARCOMPプロシシヤを用い、 TYPE1， MIVQUEO， MLと

REMLの4方法で行なった。遺伝率は得られた分散成

分推定値を用いて半兄弟相関法により推定した。一

方、収得賞金値の変換は、 平方根， 4平方担と自然

対数変換の 3つを行ない比較した。

{結l果] 1)出走回数を考慮しない収得賞金の遺伝

率は全体で0.11-0.22の範囲であったのに対し、出

走回数当りの収得賞金の遺伝率では0.17-0.32の範

囲となり、 出走回数を考慮することによりその遺伝

率は高く推定される傾向が示された。 また、 これら

の推定備はいずれも渡辺らの報告値よりも低かったロ

2 )分散成分の推定方法では、 MIVQUEO法を用いる

と、他の 3つの推定法よりも遺伝率がやや高く推定

された。 3)収得賞金値の変換は、 一般に自然対数

変換による報告側が多く見られるが、 今回の分析で

はむしろ平方槙変換の方がより高い遺伝率推定値に

なる事が示された。

24 アンガスならびにヘレフォード直接検定牛における相対成長速度の遺伝的パラメータ

0藤川 朗・田村千秋 (新得畜試)

[目的]アンガスならびにヘレフォード鱗殖曜牛は近

年著しい増加傾向を示している.まき牛鱗殖が主体の

両品種では種雄牛生産の拡大が求められており、効率

的な直接検定法の確立が必要である.現在直接検定に

おいて用いられている遺抜指標は必ずしも発育能力の

遺伝的特性を反映したものではない.そとで、芭接検

定牛における相対成長速度の遺伝的パラメータを推定

し、選按指標としての有効性を検討した.

[方法]新得畜試において1979年--1989年に検定を開

始したアンガスならびにヘレフォード直接検定牛の発

育成績を材料に用いた. データ編集ののちアンガス

145頭(父牛20頭)、ヘレフォード131頭(父牛20頭)を分

析対象とした.直接検定の予備飼育期聞は20日間であ

り、検定期間は140日間であった.議厚飼料は体重比

1.潟、ルーサンペレットは体重比0.7%給与され、乾草

は自由採食とされた.検定期間中の絶対成長速度(A

GR)と相対成長速度(RGR)について最小二乗分散

分析を行い、半きょうだい相関法により遺伝的パラメ

ータを推定した。変動要因として検定年次、種雄牛お

よび検定開始時日齢に対する回掃を取り上げた.

[結果]検定開始時日齢の平均はアンガスが256::t17 

目、ヘレフォードが251土19日であったo AGRの平

均はアンガスが1.32::tO.15(kgl日)、ヘレフォードが

1.31::tO.13(kgl日)であった。 RGRの平均はアンガ

スが 0.342::tO.034(耳/日)、ヘレフォードが 0.353土

0.040(%1日)であったo AGRの遺伝率はアンガスが

0.44::t 0.31、ヘレフォードが0.53::tO.34であり、ヘレ

フォードの方が大きかった。 RGRの遺伝率はアンガ

スが0.68::t0.34、ヘレフォードが0.68::t0.36であり、

両品種の遺伝率は等しかった。 AGRとRGRとの聞

の表型相関係数は両品種とも0.69であったが、遺伝相

関係数はアンガスが0.07::t0.58、ヘレフォードが0.81

土0.21であり、大きく異なっていた。アンガスならび

にヘレフォード双方のRGRの遺伝率はAGRの遺伝

率よりも大きく、検定牛の遺抜指標としてRGRを用

いるととの有効性が示唆された.
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側第2話記事穿二隼前刀主音日:

25 黒毛和種枝肉成績に対する種雄牛の影響

0本郷泰久、藤川朗、田村千秋 (新得畜試)

目的:現在、肉牛の生産現場においては、価格面で

優る輸入牛肉に対して品質の良い牛肉を生産しよう

とする意欲が強い。黒毛和種は格付上位の牛肉を生

産するのに適した品種といえるが、その特質を生か

し、肉質や産肉量のなお一層の向上をはかるために

はすぐれた種畜の交配が必要である。そこで種雄牛

選定時の資料を提供し、黒毛和種牛群の産肉能力の

向上に資するために本調査を行った。

方法:北海道内17か所の農協から1988年1月から19

89年6月までの聞に出荷された黒毛和種去勢午の肥

育開始月齢および体重、出荷月齢および体重、種雄

牛名、枝肉各形質(枝肉重量、肉質等級、歩留等級

など)、および枝肉単価などの項目について調査を

行った。とのうち出荷農協、出荷月齢、種雄午、肉

質等級、歩留等級のデータがすべて収集された267

頭 (9農協より出荷)を後代に持つ53頭の種雄牛を

対象として最小二乗分散分析を行った。分析に用い

たプログラムはHarveyのLSMLHWであった。

結果:枝肉成績を種雄牛別に集計したととろ、歩留

等級Aの割合が90%以上の種雄牛があった反面、 A

の比率が40%の種雄牛もあった。肉質等級において

も5または4である比率が80%以上の種雄牛がある

一方で、 2のものが約70%を占める種雄牛もあり、

用いた種雄牛によって枝肉成績に差があった。また

農協別の集計にも同様の傾向がみられた。分散分析

の結果、肉質等級あるいは歩留等級に対する種雄牛

の効果は有意で、あった。出荷農協の影響は肉質等級

歩留等級に対して、ともに有意ではなかった。分散

分析に供した肥育牛の出荷月齢の平均は30.3:t2.8

であり、出荷月齢に対する回帰の効果は有意ではな

かった。肉質等級の遺伝率はO.71:tO.25、歩留等級

の遺伝率はO.58:t0.24であり、枝肉成績に対する種

雄牛選定の重要性が確認された。今後も調査を継続

しデータを数多く集めることにより、種雄牛の能力

を的確に評価する資料が作成できるものと考えられ

る。

26 肉牛受配の乳用牛群集団維持に茨ぽす影響

0 富樫研治・佐々木修・横内閣生(農水省北農試)

〔目的〕乳周牛群を利用した牛肉生産の試みとして， 実記し，初産検定実施後， 3産あるいは4産まで分

肉牛突配が行なわれ始めている.乳用牛群への肉牛 娩するとした.肉牛安田率は， 0，5，10，20，30，40，50 

交聞を可能にするための乳用牛群維持の確率，突雑 %，初産検定選抜率は6/10，7/10，8/10，9/10，10/10を

牛の乳雄牛を上回るべき付加価値の下限値の推定式 とりあげた.産次 3，初産検定選抜率10110では， .P 

を開発する. (手法〕乳用牛群維持の確率 (p)は， が0.8を上回る最小牛君事頭数は， 肉牛交記率 20，30%

P=nlCrlH rl ( l-H) nl-rl X nzCrzPzrz ( l-Pz) nZ-rZ でそれぞれ27，48頭，9110の選抜下では肉牛奈記率5，

で r ， +r2~n ，の Pの総和としてもとめた. ここで， n， 10，20%で36，42，98頭を要した.一方， 4産の場合は，

;初産分娩頭数， rl; 初産分娩牛から生産される次 6110の選抜下でも肉牛吏配率5，10，20%で29，33，77頭，

世代初産分娩牛， p，;初産分娩牛が次世代分娩牛を 7110選抜下でも肉牛吏配率30，40%で 24，48顕ですみ，

生産する確率， n2; 2産以降分娩頭数， r2; 2産以 乳用牛群の維持・選抜を可能にした上で，肉牛受配

降分娩牛から生産される次世代の初産分娩牛， P2; を可能にするためには少なくとも 4産以上を必要と

2産以降分娩牛の次世代初産分娩牛を生産する確率. することが認められた. 吏雑牛生産を可能にする完

売雑牛生産を可能にする吏雑牛の乳雄牛を上回るベ 雑牛の付加価値の下限値は，乳用牛群維持の確率が

き付加価値の下限値を，初産分娩牛 l頭当たりの価 高まるにつれ小さくなり，産次 4， 6110の初産検定

値に対する割合 (F)として求めた. F= (E (Xk)・E(X日)) 選按下で肉牛完配率10%においては初産分娩牛 1碩

/NF， ，ここで， E (Xk) ;肉牛交配率kでの乳l曜牛不足 当りの10%， 8110選抜下，肉用実配率 10%では初産

頭数， E (Xo) ;肉牛非吏配での乳雌牛不足頭数， NF 1 分娩牛 l頭当りの6.5%と認められた.

;生産実雑牛頭数. (数値例〕育成乳 l種牛に肉牛を

nu 
qο 



27 乳牛集団の遺伝的改良量に対する調整交配用雌牛集団の大きさと種畜の供周年数の効果

0寺脇良悟・小野斉(帯畜大)

【目的】種雄候補牛の後代検定用娘牛を生産するた

めに検定群雌牛の一部を調整交配用雌牛として確保

しなければならない。調整交配用雌牛頭数は同時に

検定できる種雄候補牛頭数や遺伝的評価の精度と関

連する。種畜の供周年数は集団内に対象種畜の遺伝

子が伝達される速度や種畜の選抜強度と密接に関連

している。本研究では、乳牛集団において、調整交

配用雌牛集団の大きさと種畜の供周年数が集団の遺

伝的改良畳におよぼす効果および両者の相互作用効

果をgeneflow法を用いて検討した。 【方法】 200

万頭の雌午集団を対象とし、検定率は40%とした。

選抜は検定群種雄候補牛と若雌牛の父、母牛4遺伝

子伝達径路と非検定群父牛の合計5径路で実施する。

種雄牛の供周年数(供周年数)は1、5および10年

とした。また、調整交配用雌牛頭数の検定群に対す

る割合(調整交配割合)は10、20および30%とした。

集団の遺伝的改良量に対する供周年数および調整交

配割合の効果は1)形質発現個体における選抜種畜の

平均遺伝子比率を年次に渡って累積した累積発現畳

と2)累積発現量に選抜種畜の遺伝的優越差を乗じた

期待改良量で評価した。選抜対象はlつの産乳形質

とした。また、期待改良量は雄種畜だけを評価対象

とした。 【結果】選抜開始20年後の累積発現量は供

周年数が短いほど大きく推定された。調整交配割合

が変化しでも供周年数の累積発現量に対する効果に

顕著な変化はなかった。種雄候補午父午による期待

改良量は選抜開始後13年から14年後にはじめて認め

られた。いずれの調整交配割合においても供周年数

1年の期待改良量が初期に最も犬きいが、その後供

周年数5年および10年の期待改良量が著しく増加し、

供周年数1年の期待改良量は最も小さくなった。検

定群若雌牛父牛による期待改良量は選抜開始8年後

に認められたd供周年数1年の期待改良量は調整交

配割合の増加に伴って顕著に大きくなった。一方、

供周年数が5年および10年の期待改良量は調整交配

割合が20%のとき最も大きかった。非検定群若雌牛

父牛による期待改良量は選抜初期に急激な増加を示

すが、その後増加率が徐々に減少した。選抜開始50

年では供周年数10年の期待改良量が最も大きかった。

各径路毎の期待改良量に対する供周年数と調整交配

割合の効果はそれぞれ異なり、両者の相互作用が認

められた。選抜開始後20年と50年において最も大き

い総期待改良量は供周年数および調整交配割合をそ

れぞれ5年および30%に設定した場合であった。

28 乳用種雄牛能力評価のための適正な調整交配規模(予報)

O清水 弘・ A.ガファール・ M.M.ギラオ・上田純治(北大農)

1 .目的 乳牛検定記録を利用し、全国を統ーした

乳用種雄牛能力評価値が平成元年より公表されてい

る。候補種雄牛頭数も年々増加し、昨年度には 150

頭以上も申し込みがあり、後代検定の材料娘牛のた

めの調整交配頭数もそれに伴って増加してきている

しかし、適正な交配頭数について必ずしも十分な検

討がなされていない。本研究では、短期、長期の改

良量に基ずいて、適正な検定若雄牛頭数、雄牛当り

の材料娘牛数、および 1頭の検定完了娘牛を確保す

るに必要な調整交配雌牛頭数について検討した。

2.方法 本研究では、予備的調査のため、閉鎖集

団で、 2才以上の雌牛50万頭、乳牛検定率60目、検

定済み種雄牛200頭を常時供用することを想定した。

変動要因として、毎年検定若雄牛頭数を 100あるいは

200頭とし、上位50頭を選抜し 4年間供用する。若雄

牛1頭当りの娘牛数を20、40、60頭の 3水準とし、

1頭の検定完了娘牛を確保するに必要な調整交配雌

牛数を 4、 6、 9頭とし、材料牛は検定牛の娘牛と

した。選抜経路は種雄牛、雌牛の父、母牛、の 4経路

とし、種畜の遺伝子が乳牛に伝達される比率に基ず

いて、 50年後までの改良量を予測し、検討した。

3.結果 得られた結果は次の主うに要約される。

(1)選抜強度が同ーのとき、種雄牛父、母牛および

雌牛母牛の選抜効果は、調整交配頭数が多い程大き

くなるが、その差は必ずしも大きくない。これに対

して、雌牛父牛として一般に供用される検定済種雄

牛の効果は逆に小さくなり、それらの差は他の経路

に比較してより大きい。 (2)検定種雄牛が 100頭の

ときには、材料娘牛当りの調整交配数の違いによる

影響は小さいが、全経路による改良量は若雄牛当り

の検定材料娘牛数が増すに連れて大きくなる。しか

し、 200頭では、 r娘牛当り調整交配雌牛 9頭のと

き材料娘牛数が増しでも改良量が大きくなることが

期待されない。これは調整交配比率が大きくなると

検定済種雄牛の乳牛への遺伝的寄与量が小さくなる

ことに因る。 (3) これらのことは検定若雄牛数と材

料娘牛当りの交配雌牛数によって、適正な娘牛規模

は閉じでないことを示している。
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29 とt-t本3ヰ歪圭来高H至。〉矛多有宣言卦混設

0南橋昭・陰山聡一・山本裕介・芦野正域・八鍬隆司・ 斉藤利朗・伊東季春・工藤卓二(北漏直立新賭畠苛験場)

目的:体外受精旺の産子への発生能について検討す

るために、過剰排卵処理牛から採取した旺を対照と

して移植試験を実施した。

方法:体外受精旺および過剰排卵処理牛から採取し

た旺(新鮮旺および凍結旺)を用いて、 1 9 8 9年

5月から 8月までの 3カ月間に延べ 4 6頭(実頭数

3 7頭)の受旺牛に移植を実施した。その内訳は、

体外受精旺が 14頭、新鮮旺が 8頭、凍結旺が 24 

頭で、受旺牛 1頭に旺を 2個ずつ移植した。体外受

精旺の作成は以下のように行った。卵子は屠場材料

のホルスタイン卵巣から採取し、 10%子牛血清添

加 TCM199培地(以下 199培地)で 24時間

培養した。精子はアバディーンアンガスの凍結精液

を用い、 5皿Mカフェイン、 1 U 1m 1へパリンおよび

1 0 mg I J日1 B S Aを含む BO液で 3時間培養し、媒

精に供した。媒精後 5時間目に卵子を 199培地に

移し換え、 9 2 ~ 9 6時間自に卵E細胞を剥離し観

察を行った。さらに 10日固まで卵丘細胞とともに

培養を継続し、得られた旺盤胞および拡張旺盤胞を

移植に供した。なお、培養は、すべて 39"(;、 5 % 

C O 2 、 95%空気の条件下で行った。

結果:延べ 46頭の受旺牛に移植し、 2 7頭 (58.7%)

が受胎し、そのうち 14頭 (51.9%) が双子受胎であ

った。体外受精旺では延べ 14頭に移植し、 7頭(

50.0%)が受胎し、そのうち 4頭 (57.1%) が双子受胎

であった。新鮮旺では延べ 8頭に移摘し、 7頭 (87.5

%)が受胎し、そのうち 5頭 (71.4%)が双子受胎であ

った。凍結旺では延べ 24頭に移植し、 1 3頭 (54.2

%)が受胎し、そのうち 5頭 (38.5%)が双子受胎であ

った。また、体外受精旺の移植では妊娠期聞は単子

で 284日と 293日、双子では平均 27 9日であ

り、生時体重は単子で 4 8 Kgと 7 5 Kg、双子で平均

3 6 Kgであった。

受胎率、双子率、妊娠期間および生時体重につい

ては体外受精旺、新鮮旺および凍結腔の聞に明らか

な差は認められなかった。

30 宇竜 Jrr至苔言式 bご.:;Jo ~ナる E家居歪手多有直 OJ 尻J(;~事責

0仙名和治，草刈直仁，大原陸生，伊藤俊輔，山田渥，山崎誕，芹川償，八回忠雄(道立滝川畜試)

我々は、 1986:年に道内で初めて豚の匪移植に成功し

た(獣医畜産学会・北海道， 1988年)。その後、旺の

回収手技及び新鮮匪の移植による受胎率・産子数につ

いて検討したので、その成績を報告する。

試験 1

【目的】

座回収時の最適な子宮角還流長を明らかにする。

【方法】

DAY5-7の豚計25顕を供匪豚とした。開腹手術により

露出させた子宮角に1\'冊ーンカテ寸 J~を刺入し、左右それぞ

れ50mQの5-10%FCS加修正PBSを用いて子宮内を還流し

た。子宮角の還流長は、子宮角先端から約 70c固まで

( 70 c田区， 10頭)と子宮角先端から左右子宮角の分岐

部の手前約10c皿まで(会長区， 15頭)の2処理とした。

回収率は、回収匪(卵を含む)数/黄体数 x100 ( % ) 

により求めた。

【結果】

匪の回収率は、 70c圃区が72.9%(199/273) ，全長区

が88.5%(277/313)であり、子宮角全体を還流した方

が良いことが示された。

試験 2

【目的】

新鮮匪を移植した場合の受胎率・産子数について検

討する。

【方法】

DAY3-6(供旺豚に対し0--2日)の豚9頭を受旺豚と

した。子宮から回収した旺は、移植時まで20%FCS加修

正PBS・37DC中で1.5-3.5時間保存した。旺は、開腹手

術により子宮角先端から約5c皿の所に鈍性に小孔をあげ、

t・へ.けなどで保存液とともに注入して移植した。

【結果】

計 141個，平均 15.7個の旺を B頭に移植し、そのうち

の6頭が受胎、受胎率は 67%であった。受胎豚はすべて

分段し、計42頭，平均7.0頭の産子を得た。受胎豚への

移植匪数は計87個，平均 14.5個で、移績旺数に対する

産子数の割合は48.3%であった。なおこの時の供旺豚

のうち、回収後の残存匪数が 12個及び 13個だった豚が

受胎し、それぞれ3頭， 4頭の子豚を出産した。
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31 チャイニーズハムスター初期限の培養

O亀山祐一・石島芳郎(東農大生産)

目的:初期区、の培養は発生工学実験を行う上で不 も大部分の卵が 2細胞期で発育を停止し、 M16+ED

可欠な技術であるが、現在 1細胞期卵から腕盤胞ま TAの l個を除けば匹盤胞を形成するには至らなかっ

での培養系が確立している実験動物としてはマウス、 た。 2細胞期匹は、培養 72時間において M16で20.9

ウザギが挙げられるにすぎない。そこで、本実験で %、 M16+ EDTAで57.1%、TCM199で 18.2%の匪が匹

はまだ匹培養の成果の乏しいチャイニーズハムスタ 盤胞に発育し、 EDTA添加による発育率改善が認めら

ー初期匹の培養法を検討した。 れた (P<0.05)。培養 96時間の時点では、 M16に

方法:実験には 2- 5ヶ月齢の成熟未経産雌を侠 おいてのみ発育率が向上したが(27.9% )、他の培

試した。過排卵処理は、 PMS20IUと HCG10IUを 地ではすでに発育した旺盤胞の退行が観察された。

78時間間隔で投与する方法を用いた。 l細胞期卵お 4および 8細胞期限は、どの培地でも 40-65%程度

よぴ 2細胞期匹は HC G投与後72時間に、 4および の匹が匪盤胞以降に発育し、 EDTA添加の効果は認め

8細胞期匹は同 96時聞に回収した。 l細胞期卵は、 られなかった。 8細胞期限はすべての培地において

2細胞期卵を回収できた個体から得たもののみ供試 培養 96時間で Overcultureとなったが、 M16および

した。培養液は、 M16、 M16+ EDTA(lOO出)、 TCM M16+EDTAで培養した 4細胞期匹は培養 96時間まで

199の 3穏を用いた。培養時聞は、 l細胞期卵およ 発育がみられた。

ぴ 2細胞期匹が 96時間、 4および 8細胞期匹が 72時

閉までとして匹盤胞への発育を観察した。

結果: 1細胞期卵は、いずれの培地においてもほ

とんどの卵が分割しなかった。一部分割卵について

32 メラト二ン処理が雄羊の生殖能力に及ぼす影響

0草刈直仁.fl山名和浩・大原陸生・芹川慎・八回忠雄(道立滝川畜試)

1. 目的

雄羊の生殖能力は、季節的に変動することが知ら

れている。なかでも非繁殖季節中期にあたる 5-7月

には、雄羊の生殖能力が低下し、めん羊の季節外繁

殖にみられる低受胎率の一因となっている。

そこで、本実験ではメラトニン処理が雄羊の生殖

能力賦活に及ぼす効果について検討した。

2. 方法

墨盈土:サフオーク種雄羊 6頭をメラトニン処理

区 (M区、 n=3)および無処理区 (C区、 n=3)の 2群に分

けた。メラトニン処理は、非繁殖季節初期である 2

月17日から 100日間実施した。 実験 2 :サフオーク

種雄羊 4頭を M区 (n=2)および C区 (n=2)の 2群に分

けた。処理は非繁殖季節中期である 5月15日から 45

日間実施した。メラトニン処理は 1日1頭あたり、

メラトニン4mg含有ベレットを定刻に給餌すること

によって行なった。給与時刻は実験 lでは 13時30分

-15時30分、実験 2では 13時とした。実験期間中、

生殖能力の指標として精巣の周囲長を 15日間隔で計

測し、さらに実験 1においては交配能力テスト(乗

駕行動および射精回数/20分)を処理開始後104日

目に実施した。

3.結果

C区における精巣周囲長は、 2月の試験開始時(

34.8cm) から 5月にかけて減少し、 7月から徐々に

増加するパターンで推移した。一方、いずれの季節

においても、 M 区ではメラトニン処理開始後45日目

(実験 1; 4月3日、実験 2; 6月27日)には雄羊の

精巣周囲長がピークに達し、繁殖季節に匹敵する値

を示した (38.2-39. 4cm、実験 lでは M区>C区:

pくO.05) 。交配能力テストにおける雄羊の乗駕開始

時間は C区の 329秒に対し、 M区では191秒と短縮さ

れる傾向があった。

これらの結果は、非繁殖季節におけるメラトニン

処理は、雄羊の精巣周囲長を増大させ、生殖能力の

賦活に有効である乙とを示唆する。
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33 鶏凍結精液の実用化について

0大原睦生・小関忠雄・宝寄山裕直(道立滝川畜試)・坂本秀樹(福島県鶏試)・高橋武(故人)・田村千秋(道立新得畜試)

[目的]鶏精液の凍結保存は他の家畜に先立って研

究が始められたが未だ実用化に至っていない。演者

らは畜産学会 89秋季大会において凍結精液の注入精

液量の低減及び希釈倍率の増加を、家禽学会 90春季

大会において雄鶏個体別精液の凍結及び7日間隔4回

人工授精の成績を発表した。今回、実用化に伴う問

題点について検討した結果を報告する。

[方法](l)LAKEの方法 (LAKE1978)に基づき LAKE液

を用いた U Jl一法と寺田の方法(寺田 1988)に基づく

Hiroshima希釈液 (H-D)を用いたベレフト法による凍結精

液の精子運動性及び受精率を比較した。 (2)凍結精液

の品種が受精率に及ぼす影響を卵用種として白色レグ

トンを、肉用種として名古屋を用いて受精率の相違

をH-Dを用いたペレヲト法により比較した。 (3)H-Dをを用

いて凍結した精液による受精卵の癖化率と雛の健康

状態を検討した。 (4)長距離輸送による凍結精液の受

精に及ぼす影響を滝川畜試(滝川市)から福島県鶏試

(郡山市)八日-Dを用いて凍結した精液を液体窒素

容器に入れて空輸し、受精率を検討した。

各々の実験において受精率は人工授精後2-8日間

の産卵数に対する受精卵の割合で示した。

[結果](1) LAKE液を用いたスト日一法では凍結融解後の

運動精子は 40.2%で、受精率は 42.1%であった。 H-Dを

用いたベレヲト法では凍結融解後の運動精子は 85.0%で、

受精率は 97.4%であり、 H-Dが精子運動性、受精率と

も優れていた。 (2)白色レゲ事-'J、名古屋の受精率は各々

97.4%及び97.7%を示し、品種による差は認められず

肉用種、卵用種とも凍結精液として利用できと考え

られた。 (3)凍結精液を用いて人工授精した 1週間後

の産卵卵の瞬化状況は対受精卵僻化率 98.3%、 「健

鮭」は98.3%であり、凍結精液を用いても瞬化に問

題は生じないことが示された。仏)長距離輸送した精

液の受精率は注入量 0.05叫で 74%、O.1叫で 83%及び 0

.211&で 89%であり、牛と同様に輸送利用が出来ると

考えられた.これらの結果から、鶏凍結精液を実用

的に用いることが可能と思われた。

34 北海道における最近の原料乳の乳質について

0竹本秀一・笹野 貫 (道生乳検査協会)

目的:食生活の向..Lと食文化の変化に呼応して、乳 結果: 1 )各年度の年間平均成分率を脂肪率、蛋白

製品の消費が伸び、それに伴い生乳の生産量も噌大 質率、 SNF率、 TMS率の順に示すと、昭和日0年

してきたが、近年、消費者の食晴好多様化による乳 度は 3.691%，3.035%，8.586%，12.277%，昭和 61年度は

製品に対する質的要望と生産者サイドからの生産性 3.707%，3.021%，8.584%，12.291%，昭和白2年度は 3.70

向ヒ意識の高まり、また諸外国からの農畜産物輸入 8%，3.033%，8.5R7%，12.295%，昭和 63年度は 3.736%，3

自由化の要請などの諸情勢から、原料乳乳質問題が .070%，8.607%，12.343%，平成元年度は 3.755%，3.112

クローズア、ソプされている。そこで、今後本道の原 ~;， 8.572% ， 12.327%であり、脂肪率と蛋白質率が上昇

料 :~L 乳質の改善対策に資する為、当協会が実施した 傾向であった。 2)各年度の年間平均総菌数壬 30万

生乳検査成績から成分及び衛生的乳質の実態を取り /mlの比率を示すと、昭和 60年度は 67.0%，昭和 61年

まとめたので報告する。 度は 79.9%，昭和62年度は 94.3%，昭和 63年度は 98.5%，

方法: 1 )対象試料及び期間 全道42箇所の工場に 平成元年度上半期は 98.8% と年々飛躍的に向上した

出荷された 141 の取引合乳試料を対象とし、昭和 60 生菌数検査移行後の平成元年度下半期の壬 10万CFU

年度から平成元年度までの 5か年聞の成績とした。/mlの比率は 98.6% と同年度上半期の総菌数壬 30万

2 )試料採取法 毎旬 1回、無作為に検査日を設定 /mlの比率とほぼ同じ値を示した。 3)各年度の年

し、工場に到着したタンクローリーより採取した。 問平均体細胞数壬 30万/mlの比率を示すと、昭和 60

3 )検査方法 成分率一光学式多成分測定機によっ 年度は 51.1%，昭和 61年度は 50.3%，昭和 62年度は 66.3

た。細菌数一直接鏡検法文はスパイラルi去によった。%，昭和 63年度は82.3%，平成元年度は 89.9%，と年々上

体細胞数一蛍光光学式体細胞測定機によった。 昇傾向にあり、年率9.7%の向上を示した。
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35 乳汁の採取部位と体細臨数の関係

0高橋雅信・上村俊一・扇 勉・塚本 達(根釧農試)

① 目的 細菌感染を含めた乳汁の採取部位による ぱらついた。非感染分房における採取部位別の体細

体細胞数の変動は必ずしも明らかでない。そこで、 臨数(対数変換値 /rnl) 相Eには高い正の相関(r 

分房乳、前搾り乳及び後搾り乳相互の体細胞数の関 = O. 9以上)が認められ、採取部位別の体細胞数の

係について細菌感染の有無を含め検討した。 実数値の聞には分房乳の体細胞数は前搾り乳の1.7

② 方法 ~2 倍程度、また、後搾り乳の体細胞数の 0.3~0.ß

7)泌乳中期から後期の乳牛 3頭を用い延べ11回の分 倍程度という関係がみられた。

房別ミルカによる搾乳を行い、乳汁細菌検査と分房 イ)起因菌感染分房が少なく起因菌の種類別の検討は

乳、前搾り乳及び後搾り乳の体細胞数を測定し、非 できなかったが、起因菌感染分房の前搾り乳と後搾

感染分房でのこれら採取部位別乳汁における体細胞 り乳の体細胞数(対数変換値 /rnl) の関係は、非感

数の関係を検討した。 染分房のそれとほぼ同様で差異はみられなかった。

イ)ー牛群の延べ 119頭で分房別に乳汁細菌検査と前 以上、分房においては分房乳、前搾り乳及び後搾

搾り乳及び後搾り乳の体細胞数測定を行い、乳房炎 り乳の体細胞数(対数変換値 /rnl) の聞には相互に

起因菌への感染の有無が前搾り乳と後搾り乳の体細 高い正の相闘が認められた。また、前搾り乳と後搾

胞数の関係に及ぼす影響について検討した。 り乳の体細胞数の関係は乳房炎起因菌への感染の有

@結果 無によっては変化せず、体細胞数による感染分房の

7)調査時に感染が認められた分房の成績を除外した 検出には関値の設定基準を考慮すれば前搾り乳ある

が、直前の感染の影響や泌乳末期乳を含んでいたた いは後搾り乳のいずれを用いても検出精度に大きな

め分房乳体細胞数は数万~ 1000万/rnlの広い範囲に 差異はないものと推察された。

36 搾乳中の電気伝導度値を用いた異常分房の検出方法

0塚本 達・高橋雅信・玉木哲夫・稲野一郎・笹島克己(根釧農試)

① 目的 搾乳中の電気伝導度値を利用した異常事L CID 結果 供試牛群では体細胞数10万/rnl以下の分

検出器改良のため、数回の搾乳にわたる連続測定で 房が87.s %、 30万/rnlを超える分房が 5.3%であつ

の電気伝導度値を用いた高体細胞数及び乳房炎起因 た。また、乳房炎起因菌感染分房割合は 9.1%で、

菌感染分房の検出方法について検討した。 うち一次性 2.2%、二次性 s.9 %であった。

② 方法 一群47頭の牛群で搾乳中の電気伝導度を EirnやEirndでは連続した数回の搾乳の測定値を用

連続 4回 3期にわたり測定し、前搾り乳により分房 いてもその値や分布に変化はみられなかった、しか

毎の体細胞数と起因菌感染状況を反復調査した。搾 し、 EtrnとEtrndでは高体細胞分房や一次性起因菌感

乳中の電気伝導度は市販ミルククローと 40チャンネ 染分房で測定回数の増加により高い伝導度区分への

ル経時測定装置を用い、分房毎の搾乳開始 15秒まで 分布の変化が認められた。体細胞数が30万/rnlを超

の電気伝導度の最大値(E i )、搾乳中の電気伝導度 える分房の検出を目的に EtrnとEtrndを用い誤陽性率

の最大値(E t )及び連続する任意回数の搾乳におけ を 5%程度とする条件のもとで二つの検出方法を比

るEi、Etの最大値 (Eirn、Et rn )とそれらの分房間差 較すると、関値法がわずかに検出率が高くさらには

値(E i d、Etd、Eirnd、Etrnd )を測定した。 簡便さからも優れていた。また、いずれの方法でも

正常及び異常分房におけるこれら値の差異と測定 測定回数を増すことで検出精度は向上し、 30万/rnl

回数による変化について検討するとともに、 Etrnと を超える分房の検出に関値法を用いた場合、検出率

Etrndによる異常分房の検出方法について判別関数に は一回測定値では53.4%であったものが 4回連続測

よる方法(判別関数法)と度数分布表から設定した 定値では72.4%と高まり、また、一次性起因菌感染

伝導度闇値による方法(闘値法)を比較検討した。 分房を検出する割合も高まった。

- 35-



牛乳及びクリームの均質化がレンネット凝固におよぽす影響

O斎藤善一・灰谷干佐・三河勝彦・仁木良哉(北大・農)

1 .旦盟:均質化処理は乳製品製造における重要な (富士理研工業社RUD-J)に牛乳カード周アダプター

工程であり、脂肪球の変化や均質化の理論も一応は を装着して行い、破断強度 (g)で示した。

知られているが、脂肪球以外の成分との関連性はほ 3. 結果:生乳を均質化すると均質化圧力 20kg/cm2

とんど研究されていない。特に、高脂肪含量の場合 ではゲル強度が増加するが、それ以上70kg/cm2まで

に均質化処理がゲル化におよぽす影響は不明である は著しく減少し、 140kg/cm2 以上ではほとんど変わ

ので、レンネットによるゲル化の場合について、均 らなかった。しかし、レンネット添加量を増加し、

質化条件、脂肪含量、ゲル強度の関係を調査した。 強度測定までの時聞を短縮すると、 140kg/cm2 以上

2.方法:本学附属農場で生産された 2日分の混合 でも圧力の増加に伴ってゲル強度がやや低下した。

乳(生乳)、ならびに、それから分離されたクリー 2段均質化は 600kg/cm2 で効果が若干認められる程

ムと脱脂乳を用いた。殺菌は小型牛乳缶に採った試 度であった。クリームの場合は脂肪含量の影響が大

料を熱湯に浸潰し、 75
0Cに達した後に 15秒間保持し、 きく、 20.8%クリームのゲル強度は均質化によって

直ちに氷水で冷却する方法によった。均質化は、試 変化しなかったが、それより低脂肪であると均質化

験用小型均質機(ゴーリン社)を用いて40
0Cで行つ により減少し、高脂肪であると増大した。 2段均質

た。低温で均質化する場合は装置の主要部分を氷で 化(2次圧50kg/cm2) の効果は 140kg/cm2 でも認め

冷却した。生乳では加工用均質機も一部で用いた。 られたが、脂肪含量 8.4%では低下し、 16.8%およ

ゲル強度の測定は、試料50mlを30
0Cに加温した後、 び26.8%では増加した。 400kg/cm2 でも同様の 2段

CaC12 0.02%、レンネット(ハンセン社)0.01%を添 均質化効果が認められた。

37 

加し、同温度に 30分間静置してから、レオメーター

38 牛副次生産物、特に消化管コラーゲンに閲する組繊学的研究

0中村富美男、北村恵子、岡村加奈子、近藤敬治 〈北大農〉

[目的]家畜の居場副産物は、食品、医療品および 抗体法を施し、蛍光顕微鏡下で観察した。③走査型

化蛙品等の生体資源としての利用が大いに期待され 電子顕徴鏡偉;グルタールアルデヒド固定した試料

ており、最近ではベット用飼料の原料としての需要 を細胞消化・走査電顕法に従って処理し、強アルカ

が急増している。しかし、副産物個々の原料特性に りによって細胞成分を除去した腰原線維だけの試料

開ずる詳細な研究報告はほとんど無い。本研究では、 を作成し、走査型電子顕撒鏡(SEM)で観察した。

皮、骨以外の副産物にも多量に含まれている結合組 [結果]①胃および腸の横断面SE門像においてコラー

績に注目し、牛の消化管について、結合組織の主成 ゲン線維は、固有層から平滑筋層を含めて捷膜まで

分であるコラーゲンの組織学的特性を検討した。 連続した三次元網目構造を形成していた。③消化管

[方法]①供試材料;北大農学部付属農場で飼育し のコラーゲン緯維は比較的細く疎であった。③上皮

た6カ月齢のホルスタイン種去努牛 1頭を用いた。 細胞を除去した固有層表面のコラーゲン細線維は粘

屠殺・解体直後に、舌、胃〈第一、二、三〉、小腸 膜表面像を反映した各々特有の幾何学模様を呈して

〈空腸〉、大腸(直腸〉および肝臓を摘出・細切し いた。④ I型コラーゲン抗体は粘膜下組織および筋

た。光顕用には 5聞角程度に切り、使用時まで液体 間結合織で強陽性を示し、固有層では弱陽性であっ

望素中に保存した。電顕用には 3闘角程度に切り、 た。⑤皿型コラーゲン抗体は粘膜下組輔、筋間結合

直ちに固定した。②免疫組織化学;各試料より凍結 織および固有層で強陽性であった。 @IV型コラーゲ

横断切片(10μ 聞〉を作成し、これにケラチン、ラミニ ン抗体は上皮細胞直下の基底膜、血管、粘膜筋板お

シ、フィプロネクチン、 I、皿およびIV型コラーゲ よび平滑節細胞周囲で強陽性であった。

ンに対する各特異抗血清を第一抗体とする間接蛍光
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u
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39 Dendeng (インドネシ7風乾燥牛肉)の品質保持に対する徹生物スターター添加の効果

o F.レプング、三浦弘之、三上正幸、関川三男 (帯広畜産大)

目的;インドネシアにおける伝統的な食肉加工品であ ♀♀♀♀且.s.sp.の添加によってアミノ態 Nの蓄積は対照区

るDendengは、ごく一般的な食品として食用に供され の 30%以上にも及び風味成分の醸成に効果的で、個

ているが、その加工法が粗放であるために色調安定性 々の遊離アミノ酸の蓄積ではTau、Ala、Leuなどが多

に欠け、酸化しやすく、風味も充分でない。このDen- いけれども、 Thr、Ser、Ala、11e 、Gluなどの蓄積で

dengに対して、発酵ソーセージに用いられる微生物ス はPediococcl1.S. sp.添加区の方が勝っていた。また微

ターターを添加することによって、これらの欠点を補 生物スターターの添加はクロロホルム・メタノール系

うことが出来ないかを検討した。 抽出性脂質の脂肪酸組成のうちステアリン酸の割合を

方法; 塩漬の際に肉塊に対して微生物スターター( 増加させた.比較のために取り寄せたインドネシア産

pediococcus. sp.， Micrococclls. sp.)をインジェクショ のDendengは、理化学的分析値からアミノ態 Nの蓄積

ンし、タンプリングした後スライスして短時間熟成後 量が低く、 Tau、Ala、Val、LeuおよびPheなどの遊離

乾燥した。理化学的分析は TBA、TVBN、アミノ アミノ酸の蓄積量も低いことがわかった。従って微生

態N、p H、脂肪酸組成、遊離アミノ酸などについて 物スターター添加によって短時間でも熟成を助長させ

経目的 ( 0、3、5、7および 14日)に分析を行 てやることによって高品質のDendengを創り出すこと

ない総合的に評価を行なった. が可能であるように思われる。平行して行なったいく

結果 ;iediococcus. sp.の添加によって TBA値は低 つかの基礎実験から、微生物スターター添加による熟

く抑えられ、 TVBN値もいわゆる初期腐敗の基準値 成の助長は、製品の 3次的機能を引き出すという意味

を超えることはなかったが、自然汚染した大踊菌群の からも今後注目してみたい。

抑制にはほとんど効果を示さなかった。 また且己工♀ニー

40 電気刺激による牛肉中の核酸関連物質の消長

0 三上正幸、木下康宣、三捕弘之(帯広畜産大)

1、目的;電気刺滋(ES)法は、筋肉中のATPおよびグ

リコーゲンを急速に消費し、死後硬直を短時間で終わ

らせ、コールドショートニングを防止し、柔らかい肉

を作る方法として開発された o ATPはと殺後、直ちに

分解し， ADP. AMPを経て1MP (イノシン酸)が生成さ

れる.このIMPはグルタミン酸との相乗効果により旨

味を形成するため、食肉の旨味成分として知られてい

る.ES処理を行なった食，肉の核酸関連物質についての

報告はあるが、一般にと殺後 1-2日問、あるいは長

くても 7日前後の変化について述べたものがほとんど

なので、本実験では、 ES処理した牛肉をと殺後21日ま

で保存し、核酸関連物質、特にIMPの消長に注目して

行なった.

2、方法;供試牛にはホルスタイン種去勢肥育牛およ

び経産牛を用い、低電圧の 40V. 13.8 Hzで60秒間の

電気刺激(ES区)を行った. 肥育牛の場合はと殺後

6時間目に、また経産牛の場合はと殺後 2日目 (48時

間後)に採取した大腿二頭筋を用いた.試料は 1土 1

℃で一定期間貯蔵した後、分析時まで-90.Cで凍結保

存した.核酸関連物質の分析にはTSK-ODS80TMカラム

を用いた. 溶出漉にはO.lMリン酸二水素ナトリウム

(pH4.1)および20，アセトニトリルを含む 0.05M リン

酸二水素ナトリウムを使用し、グラジエント法で分析

した.

3、結果; と殺後 2日目に採取した経産牛の大胆二

頭筋を21日固まで貯蔵した場合、 ATP含量は対照区、

ES区共に 2日目以降検出されなかった. それに対

してIMPは、と殺後 2日目に両区共最も高く、 ES区で

は5.76μM/gで対照区の5.31μM/gよりもわずかに高かっ

た。これらいずれも軽時的に誠少するが、 ES区の値は

対照区よりも常に高く推移し、通常の熟成期間である

10-21日目においては両者聞におおよそ1.0μM/gの差

が生じ、 ES区は対照区の約 40%も多く蓄積されてい

た。
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ム
~ 手集

1. 1990年度第 1回評議員会

5月19日(土)，北海道大学農学部において，

支部長，副支部長，評議員15名，監事1名，幹事

3名が出席して開催された。

(1) 1989年度庶務報告，会計報告(別紙1)およ

び会計監査報告が承認された。

(2) 1990年度事業計画，予算案(別紙2)が承認

された。事業計画の概要は以下の通りである。

①支部大会:本年度の支部大会(第46回大会)

は，酪農学園大学が開催担当となり， 9月21日

(金)，江別市あおいホールで行う。大会内容は

一般講演， シンポジウムおよび総会とする。

②支部会報:第33巻第 1号(支部大会講演要旨

他， 9月発行)および第2号(シンポジウム報告

・討論他， 3月発行)を発行する。

(3) 支部評議員の補充:人事異動等にともない，

次の通り評議員の補充を行った。

北農試草地部平島利昭→三田村強

道立中央農試和泉康史→清水良彦，平山

秀介

道立滝川畜試阿部 登→和泉康史

道立新得畜試平山秀介→岸 臭司

報 ft:. 
Eコ

道立根釧農試中川 渡→国井輝男

道立天北農試斉藤 亘→大崎亥佐雄

(4) その他

①雪印食品株式会社札幌工場および理工協産株

式会社札幌営業所より賛助会員退会の申し出があ

り承認された。②支部のあり方(本学会との関連，

名称，大会，会報等)について検討する小委員会

の設置が提案され，承認された。構成は支部長，

副支部長，大学および道立試験場関係から各 l名

および幹事とする。③次期役員(任期1991年4月

'""1993年3月，本年度総会で決定〉選考のため，

役員選考委員会の設置が了承された。④朝日田支

部長から日本畜産学会1990年度通常総会等につい

て報告があった。

2.会員の現況

1990年8月1日現在の会員数は以下の通りであ

る。

名誉会員

正会員

賛助会員

会報定期講読者

7名

402名

38団体

19名

口。
円ふ



別紙l

収入の部

1989年度日本畜産学会北海道支部会計報告
(自1989年4月1日至1990年 3月31日)

般会計

項 目 89年度予算額 89年度決算額 増 j成 備 考

ムヱミ 費 1， 212， 000 1， 187， 000 ム 25， 000 正会員 877，000 
賛助会員 310，000 

定期購読料 42，000 52，000 10，000 
広告掲載料 300， 000 200，000 ム 100，000 8団体(未納30，000)
来世 収 入 50，000 48，613 ム 1， 387 日本畜産学会父付金 (41， 000) 

銀行利子(2，927)，会報売上(4，400)
別年度繰越金 1， 109，038 1， 109，038 。
-e入I 計 2，713，038 2，596，651 ム 116，387 

支出の部

項 目 89年度予算額 89年度決算額 i首 j戚 備 考

印 席IJ 費 780，000 535，394 ム 244，606 会報32巻 l号 283， 250 
会報32巻2号 216， 300 
大会案内等 35，844 

支部大会費 100，000 100，000 。
通 費 200，000 161， 166 ム 38，834 
βヱミ、 議 費 30，000 10，028 ム 19， 972 評議員会 1回

支部賞選考委員会 l回
旅 費 50，000 35，400 ム 14，600 支部長宿泊・日当代
~~~ 金 160，000 101， 907 ム 58，093 特別講演 30，000 

会報執筆 60，000 
事務用品代 100，000 69，803 ム 30， 197 
振替手数料 20，000 12，856 ム 7， 144 
雑 費 20， 000 0 ム 20，000 
予 備 費 1， 253， 038 650，000 ム 603，038 特別会計基金
A 口 計 2，713，038 1，676，554 ム1，036， 484 

収入合計 2， 596， 651 
支出合計 1， 676， 554 
差引残高 920， 097 (1990年度へ繰越)

繰越金内訳 (銀行818，251 振替口座75，580 現金26，266)

収入の部
特 月IJ 必』

~ 
ム
l一一=ロ

項 目 89年度予算額 89年度決算額 土首 減 備 考

雑 収 入 45，000 63， 137 18， 137 貸付信託利息 63，004 
銀行利子 133 

目IJ年度繰越金 1， 363， 594 1， 363， 594 。
一般会計繰入れ 650，000 650，000 0信託基金
メ仁当1、 言十 2，058，594 2，076，731 18， 137 

89年度予算額 I89年度決算額| 増 減

50， 000 I 50， 000 I 0 
2， 008， 594 I 0 Iム 2，008，594
2， 058， 594 I 50， 000 Iム 2，008，594

収入合計 2， 076， 731 
支出合計 50， 000 
差引残高 2， 026， 731 (1990年度ヘ繰越〉

繰越金内訳 (貸付信託2，000， 000 銀行26，731)

イ蔚 考

Q
U
 円。



別紙2
1990年度日本畜産学会北海道支部予算(案)

収入の部
均支 企』

;l:o;' 計

項 日 予算額 備 考

~ 費 1， 181， 000 需要旨6川 418j国語∞o七
定期購読料 34，000 

236，500，O00〉 3 ，73 ×5，O00〉

広告掲載料 250，000 

雑 mz 入 50，000 銀~J行土利)子日本お畜よ産び守宏会報交売上付金金等(41， 000) ， 
前年度繰越金 920，097 

メ仁ゴ入 計 2，435，097 

支出の部

項 日 予算額 備 考

印 局11 費 680，000 会大報会案33巻内等l号30，035000，O00 (約70p)， 2号 300，000 (約50p)， 

支部大会費 100，000 

通 費 200，000 

βヱミ、 議 費 60， 000 評議員会2回，小委員会2回

方官 費 100，000 支部長 (40，000)，幹事(0) ，小委員会委員 (60，000)

i射 金 160，000 原稿依頼費90，000(3編)，事務等

事務用品代 120，000 名簿整理用ソフト代を含む

振替手数料 20， 000 

奈佐 費 20，000 会報バックナンバー製本代

予 {蒲 費 975，097 

A 仁3 言十 2，435，097 

収入の部
特別 必』

;l:o;' 計

項 目 予算額 備 考

雑 I1文 入 65，000 貸付信託利息，銀行利子

前年度繰越金 2， 026， 731 貸付信託 (2，000， 000) 

よ亡』3 2，091， 731 

支出の部

項 目 予算額 備 考

支部賞副賞 o
メk
cl 計 。
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日本畜産学会北海道支部会員名簿
(1990年 8月1日現在)

名誉会員

氏 名 郵便番号 イ主 所

八戸芳夫 060 札幌市中央区北7条西12丁目 サニー北7条マンション807号

伊藤 安 060 札幌市中央区北2条西13丁目

大原久友 064 札幌市中央区北 1条西26丁目

島倉亨次郎 001 札幌市北区麻生町 1丁目 7の8

広瀬可恒 060 札幌市中央区北3条西13丁目 チェリス北3条702号

先本勇吉 064 札幌市中央区南11条西13丁目

遊佐孝五 064 札幌市中央区南23条西8丁目 2-30 

正 必』
;M" 昌一

氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

A 阿部英則 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

阿部光雄 酪農学園大学 069 -01 江別市文京台緑町582

阿部 主支iえ 060 札幌市中央区北5条西13丁目
1 -60-905 

阿彦健吉 雪印乳業(株) 065 札幌市東区苗穂町6-1 -1 

相田隆男 道立中央農業試験場 069 -13 夕張郡長沼町東6線北15号

朱田幸夫 八雲町農業協同組合 049 -31 山越郡八雲町

秋田=郎 雪印種苗(柑中央研究農場 069 -14 夕張郡長沼町幌内1066

雨野和夫 089 -01 上川郡清水町北2条8丁目 7番地 l

安藤功一 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

安藤道雄
十更北勝別海南村道部農駐地区農業改良普及所

089 -05 河西郡更別村字更別南2線92番地

安藤 哲 在業所試験場 畜産部 004 札幌市豊平区羊ケ丘 l

安宅一夫 酪農学園大学 069 -01 江別市文京台緑町582-1 

有賀秀子 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

朝日田康司 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

浅野昭=北海道農業試験場畜産部 004 札幌市豊平区羊ケ丘 1

B 坂東 健 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

ガガm，イグナシ7 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

C 長南隆夫 道立衛生研究所 060 札幌市北区北19条西12丁目

D 出岡謙太郎 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

土門幸男 宗谷生産農業協同組合連合 097 稚内市末広4丁目 2-31 

E 江幡春雄 北海道畜産会 001 
札畜上産川幌市会郡館新北得区内北町10条西4丁目

F 藤川 朗 道立新得畜産試験場 081 

藤本秀明 雪印種苗(欄中央研究農場 069 -14 夕張郡長沼町幌内1066

藤田秀保 酪農総合研究所 060 札幌市中央区北3条西7丁目

藤田真美子 道立根釧農業試験場 086 -11 
酪農津センター内
標郡中標津町桜ケ丘1

藤田 裕 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

深瀬公悦 雪印種苗(樹釧路工場 084 釧路市鳥取南5丁目 1-17 

福井 豊 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

福永和男 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

古村圭子 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

古谷政道 道立北見農業試験場 099 -14 常日郡訓子府弥生

G ギうオ， M. j)~セデス 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

五ノ井幸男 宗谷支庁 097 稚内市大黒5-1 -22 

H 花田正明 道立根釧農業試験場 086 -11 標津郡中標津町桜ケ丘

原 悟志 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

播磨敬三 中留萌地区農業改良普及所 078 -41 苫前郡羽幌町字寿2番地

長谷川富夫
十畜北勝産海農指道導庁業課協農同組合連合会

080 帯広市西3条南7丁目

橋立賢二郎 務部農業改良課 060 札幌市中央区北3条西6丁目

橋本 進 酪農総合研究所 060 札農幌市セ中央区北3条西7丁目
酪札 ンター内

橋本善春 北海道大学獣医学部 060 幌市北区北18条西9丁目

秦 寛 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

八回忠雄 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

服部昭仁 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

早坂貴代史 北海道農業試験場 004 札幌市豊平区羊ケ丘1

日高 智 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

左 久 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

東原 徹 芽室デカルブ種鶏場 082 河西郡芽室町元町

平林清美
十忠酪勝類農南村学部駐園地在大学区所農業改良普及所

089 -17 広尾郡忠類村字忠類8

平賀武夫 069 江別市文京台緑町582

平井綱雄 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

平島利昭 063 札幌市西区八軒6条東5丁目

平野将魁

平尾和義 酪農学園大学 069 -01 江別市文京台緑町582-1 

平津一志 061 -11 札幌郡広島町高台町4-7-5

平山秀介 道立中央農業試験場 069 -13 夕張郡長沼町東6線北15号

宝寄山裕直 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

本堂 勲
附札道物立幌生事新物務得化学研究所

064 札幌市中央区北1条西19丁目

所畜産試験場
上日宝北1得条ビル

本郷泰久 081 }II郡新町

市川 舜 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

一戸俊義 北海道大学能楽部 060 札幌市北区北9条西9丁目

市岡幸治 098 -35 天塩郡遠別町北浜95-11

五十嵐惣ー 斜網中部地区農業改良普及所 093 網走市北7条西4丁目
網走総合庁舎内

池田 重力

池田哲也 北海道農業試験場 004 札幌市豊平区羊ケ丘1

池滝 孝 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

池浦靖夫 全酪連釧路事務所 084 釧路市新冨士町101-2 

池添博彦 帯広大谷短期大学 080 -01 河東郡音更町希望が丘3

今井禎男 中後志地区農業改良普及所 044 虻田郡倶知安町旭57-1 

今岡久人 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

井下秀之 089 -54 中川郡豊頃町大津126

井上錦次 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

井上詳介 雪印乳業株式会社 065 札幌市東区苗穂町6-1 -1 

入沢充穂 北海道肉用牛協会 060 札幌市中央区北4条西1丁目

井芹靖彦 十勝北部地区農業改良普及所 080 -01 北河農東別郡館音更町大通5丁目
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

石田 亨|道立天北農業試験場 I 098 -57 I枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

石 田義光|日高中部地区農業改良普及所 I056 静内郡静内町こうせい町2-6

石栗敏機|道立中央農業試験場 I 069 -13 I夕張郡長沼町東6線北15号

石島芳郎|東京農業大学生物産業学部 I 099 -24 I網走市字八坂196

伊藤憲治|道立天北農業試験場 I 098 -57 I枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

伊藤鉄弥|十勝北部地区農業改良普及所 I080 -01 I河東郡士幌町農協内

伊藤冨男|酪農総合研究所 1060 札幌市中央区北3条西7丁目
酪農センタービル

伊藤季春|道立新得畜産試験場 I 081 上川郡新得町

岩佐憲二|酪農学園大学 I 069 江別市文京台緑町582

岩瀬俊雄|ホクレン畜産事業部 I 061 札幌市中央区北4条西1丁目

和泉康史|道立滝川畜産試験場 I 073 滝川市東滝川735

出雲将之|却11路中部地区農業改良普及所 1084 釧路市大楽毛127番地

K 椛沢三次 I~J"路東部地区農業改良普及所 I 088 -13 I厚岸郡浜中町茶内市街

角川博哉|北海道農業試験場 I 004 札幌市豊平区羊ケ丘l

影浦隆一|雪印種苗(株)八雲営業所

陰山聡一|道立新得畜産試験場

海江田尚信

049 -31 I山越郡八雲町相生町100

081 上川郡新得町

005 札幌市南区真駒内南町1-1 -16 

梶野清二|道立滝川畜産試験場 1073 滝川市東滝川735

角 谷泰史|北海道えりも肉牛牧場 I 058 -02 I幌泉郡えりも町歌別

釜谷重孝|宗谷中部地区農業改良普及所 I098 -55 I枝幸郡中頓別町字中頓別

亀山祐一|東京農業大学生物産業学部 I 099 -24 I網走市字八坂196

上出 純|道立中央農業試験場 I 069 -13 I夕張郡長沼町東6線北15号

金川弘司|北海道大学獣医学部 I 060 札幌市北区北18条西9丁目

金川直人|北海道畜産会

仮屋莞由|北海道農業試験場

柏村文郎|帯広畜産大学

糟谷 泰|道立上川農業試験場

片岡文洋|

片山正孝|道立根釧農業試験場専技室
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001 札幌市北区北10条西4丁目
畜産会館

004 札幌市豊平区羊ケ丘1

080 帯広市稲田町

078 -02 1旭川市永山6条18丁目302

089 -21 I広尾郡大樹町蘭和181

086 -11 I標津郡中標津町桜ケ丘l



氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

加藤 動 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

加藤和彦 留萌支庁農務課 077 留萌市寿町 1-69 

加藤清雄 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

加藤俊三 空知中央地区農業改良普及所 068 岩見沢市並木町22

加藤孝光 プリムローズ牧場 049 -31 山越郡八雲町字立岩182

加藤 康 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

河部和雄 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

河田 隆 北海道立農業大学校 089 -36 中川郡本別町西仙美里25-1 

河原孝吉 北海業立道協天ホルスタイン 001 札幌市北区北15状西5丁目

川崎 勉 農道 北同組農合業試験場 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘098 -57 

貴船和多男 酪農総合研究所 060 札農幌市中央区北3条西7丁目
酪センター内

菊地政則 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

菊池誠市 南根室地区農業改良普及所 086 -02 野付郡別海町別海新栄町

菊地敏文 有限会社広洋牧場 080 -23 帯広市八千代町基線193

菊田治典 酪農学園大学附属農場 069 江別市文京台緑町582

木村正行 宗谷中部地区農業改良普及所 098 -55 枝幸郡中頓別町23-2 

t平_LJ 実 司 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

岸上悦司 北海道開発コンサルタント 060 
札北滝川幌4市条市北東ビ区北4条西日丁目/レ

北守 勉 道立滝川畜産試験場 073 滝川735

北村 健 空知支庁農務課 068 岩見沢市8条西5丁目

小林恒彦 丹波屋(欄帯広営業所 080 帯広市西5条南31丁目

小林道臣 美幌町役場 092 網走郡美幌町字稲美82-59

小出 {I~ 北海道生乳検査協会 060 札幌市中央区北3条西7丁目

酪農越郡センタ一
小池信明

渡長道立島万北部滝部駐川地在畜産区所農試験業場改良普及所
049 -35 山 長万部町450 農協内

小泉 徹 073 滝川市東滝川735

小松輝行 東京農業大学生物産業学部 099 -24 網走市八坂196

近藤敬治 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西 9丁目

近藤邦康 北海道軽種馬振興公社 001 札幌市北区北10条西4丁目

近藤誠司 北海道大学農学部附属牧場 056 -01 畜静産内会郡館静内町御園111

- 45-



氏 名 勤 務 先 郵便番号

近藤知彦|北海道肉用牛協会 I 060 

小崎正勝|北海道畜産会 I 001 

小竹森訓央|北海道大学農学部 I 060 

小山久一|酪農学園大学 I 069 

久保田隆司 l函館地区農業改良普及所 I 040 

工藤規雄|酪農学園大学 I 069 

工藤卓二|道立新得畜産試験場 I 081 

工藤吉夫|北海道農業試験場畜産部 I 004 

勤務先所在地

札幌市中央区北4条西 1丁目
北農別館
札幌市北区北10条西4丁目
畜産会館
札幌市北区北9条西9丁目

江別市文京台緑町582

函館市昭和4丁目42-40

江別市文京台緑町582

上川郡新得町

札幌市豊平区羊ケ丘 l

熊野康隆|北海道生乳検査協会 I 060 札幌市中央区北3条西7丁目
酪農センター

熊瀬 登|帯広畜産大学 I 080 帯広市稲田町

黒沢弘道|道立新得畜産試験場 I 081 上川郡新得町

黒津敬三|黒漂酪農圏第二農場 I 069 -11 I千歳市新川836-3 

畔柳 正|北里大学八雲牧場 I 049 -32 I山越郡八雲町上八雲751

草刈泰弘|十勝北部地区農業改良普及所 I080 -01 I河東郡音更町大通り 5丁目

桑原英郎|上川中央地区農業改良普及所 I078 -17 I上川郡上川町南町町役場内
上川町駐在所

L レプング， 7エリックス |帯広畜産大学 I 080 帯広市稲田町

M 前田善夫|道立中央農業試験場 I 069 -13 I夕張郡長沼町東6線北15号

前川裕美 I004 札幌市豊平区北野
3条 5丁目 6-18 

牧野順弘 I069 -14 I夕張郡長沼町18区

蒔田秀夫|道立天北農業試験場 I 098 -57 I枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

真鍋照彦|十勝中部地区農業改良普及所 I082 河西郡芽室町東2条2丁目
芽室駐在所 芽室町役場内

万田富治|北海道農業試験場 I 004 札幌市豊平区羊ケ丘 l

増子孝義|東京農業大学生物産業学部 I 099 -24 I網走市八坂196

松井幸雄l酪農学園大学 I 069 I江別市文京台緑町582

松永光弘|北海道立農業大学校

松岡 栄|帯広畜産大学

一上 勝|酪農学園大学

一上正幸|帯広畜産大学

一河勝彦 l北海道大学農学部
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089 -36 I中川郡本別町西仙美里25-1 

080 

069 

080 

060 

帯広市稲田町

江別市文京台緑町582

帯広市稲田町

札幌市北区北9条西9丁目



氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

南橋 昭|道立新得畜産試験場

湊 彪

峰崎康裕|道立根釧農業試験場

081 上川郡新得町

064 札幌市中央区南
9条西20丁目 1-21 

086 -11 I標津郡中標津町桜々丘l

一品賢二|斜網中部地区農業改良普及所 1093 網走市北7条西4丁目
網走総合庁舎内

三田村 強|北海道農業試験場 I 004 .札幌市豊平区羊ケ丘 l

一枝 章|鹿追町役場 I 081 -02 I河東郡鹿追町東町1丁目15

光本孝次|帯広畜産大学 I 080 帯広市稲田町

二谷宣允|道立中央農業試験場 I 069 -13 I夕張郡長沼町東6線北15号

一浦弘之|帯広畜産大学 I 080 帯広市稲田町
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073 滝川市東滝川735

帯広市稲田町080 

水野勝志|十勝北部地区農業改良普及所 I080 -12 I河東郡士幌町士幌農協内

水谷貞夫|石狩中部地区農業改良普及所 I069 -01 I江別市大麻元町154-4 

門前道彦|北海道ホルスタイン協会 I 001 札幌市北区北15条西5丁目

森 清一|道立新得畜産試験場 I 081 上川郡新得町

森 匡|北海道大学農学部 I 060 札幌市北区北9条西9丁目

森寄七徳|道立滝川畜産試験場 I 073 滝川市東滝川735

森 田 潤一郎|北海道大学農学部 I 060 札幌市北区北9条西9丁目

森田 茂|酪農学園大学

森津康喜|酪農学園大学

069 

069 

江別市文京台緑町582

江別市文京台緑町582
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

N 永幡 肇 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

永井弘孝 丹波屋(欄東豊冨営業所 098 -41 天塩郡豊富町東豊富

長野 宏

十普十広勝及勝尾東所南町中琴町北部駐部村営部地区農業改良

089 -37 足寄郡足寄町北1条4丁目

長沢 滋

地所在平区区日農農所育業改良普及所

089 -24 広尾郡広尾町字豊似市街

永山 洋 斜標東網藻茶 在地駐 業改良普及所 099 -32 網走郡東藻琴村360

中川忠昭 多 成牧場 088 -31 川上郡標茶町多和120-1 

中島 実 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

中村富美男 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

中村義一 日本甜菜製糖(株)清川農場 080 帯広市清川町

中村克己 道立天北農業試験場 098 -57 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

中村洪一 052 伊達市梅本町33

中田悦男 大雪地区農業改良普及所 071 -02 
上美川瑛別郡市町美農大瑛麻協町内中町2丁目

中田和孝 069 江 182

中辻浩喜 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

名久井 忠
北飼北海料海道調道農製大学業研試究獣験室医場学部

082 河西郡芽室町新生

波岡茂郎 060 札幌市北区北18条西9丁目

楢崎 昇 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

根岸 孝 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

新名正勝 道立道南農業試験場 041 -12 亀田郡大野町本町680

新山雅美 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

仁木良哉 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

西部 j閏 十勝農業協同組合連合会 080 帯広市西3条南7丁目

西部圭一 釧路中部地区農業改良普及所 084 釧路市大楽毛127

西部慎=ホクレン酪農畜産事業本部 060 札幌市中央区北4条西1丁目

西村和行 道立根釧農業試験場 086 -11 標津郡中標津町桜ケ丘l

西巴隆徳 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

西埜 進 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

西雪弘光 ホクレン帯広支所 080 帯広市西25条北2丁目

里子 英二
酪畜産販売課大
農学園学 069 江別市文京台緑町582
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

野口信行 滝ノ上町役場 099 -56 紋別郡滝ノ上町旭町

。大場 峻 道庁農務部酪農草地課 060 札幌市中央区北3条西6丁目

越智勝利 北海道家畜改良事業団 004 札幌市豊平区月寒東
2条走13北丁目 1 -12 

小川伸一 斜網中部地区農業改良普及所 093 合網標 市 7条西3丁目

扇 勉 道立根釧農業試験場 086 -11 津同庁郡舎中標内津町桜ケ丘1

小倉紀美 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

大原益博 道立中央農業試験場 069 -13 夕張郡長沼町東6線北15号

大原睦生 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

大居明夫 十勝北部地区農業改良普及所 080 -01 河東郡音更町大通り 5丁目

及川 寛 004 札幌市豊平区里塚375-309

及川 博 十勝農業組合連合会畜産部 080 帯広市西3条南7丁目

岡田迫徳 道立衛生研究所食品化学部 060 札幌市北区北19条西12丁目

岡田光雄 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

岡本明治 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

岡本全弘 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

岡本英竜 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

大久保正彦 北海道大学農学部良普及所 060 札幌市北区北9条西9ちょうめ

大久保義幸 南根室地区農業改良普及所 086 -02 野付郡別海町別海新栄町4

奥村純一 全農札幌支所 060 札幌市中央区南 1条西10丁目

奥村与八郎 宗谷北部地区農業改良普及所 098 -41 豊帯天塩富広郡豊富祉町西I条B丁目
福センター内

大町一郎 080 -24 市町西19条南3丁目48-4 

大本昭弘 ホクレン酪農畜産事業本部 060 札幌市中央区北4条西1丁目

大西芳広 桧山北部地区農業改良普及所 0，19 -43 瀬棚郡今金町字今金

小野 斉
帯今金広畜町駐産在大所学 080 帯広市稲田町

小野瀬 勇 088 -23 川上郡標茶町新栄町

尾上貞雄 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

大坂部夫 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

大沢貞次郎 北海道競馬事務所 060 札幌市中央区北2条西4丁目
道庁第2別館

大杉次男
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

太田竜太郎 082 河西郡芽室町東3条南3丁目

太田三郎 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

大素司紀之 北海道大学歯学部 060 札幌市北区北13条7丁目

大竹則雄 ホクレン畜産研修牧場 099 -14 常呂郡訓子府町駒里184

大塚由美 酪農学園大学 069 -01 江別市文京台緑町582

大浦義教 北海道生乳検査協会 060 酪滝札農川幌市中央区北3条西7丁目
センター

小関忠雄 道立滝川畜産試験場 073 市東滝川735

S 佐渡谷裕朗 日本甜菜製糖(株)総合研究所 080 帯広市稲田町

寒河江洋一郎 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

斉藤英夫 089 -04 上川郡清水町字旭山515

斉藤 斉 旭川地区農業改良普及所 070 旭川市7条10丁目

斉藤利治 ホクレン旭川支所 070 旭川市宮下通14丁目右l号

斉藤利雄 富良野地区農業改良普及所 076 富良野市新富町3-1 

斉藤利朗 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

斉藤善一 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

酒井辰生 南根室地区農業改良普及所 086 -02 野付郡別海町別海新栄町4

酒井義広 端野町農協試験場 099 -21 常呂郡端野町

坂田徹雄 ホクレン北見支所 090 北見市屯田東町617番地

鮫島邦彦 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

佐野晴彦 087 根室市明治町2-6 

佐々木 博 静修短期大学 061 -01 札幌市豊平区清田153-799

佐々木久仁雄 北海道牛乳普及協会 060 札幌E乏市中央区北3条西7丁目
酪センター

佐々木道雪 北十中勝中内部地所試区農業改良普及所 089 -13 河西郡中札内村東1条南2丁目

佐々木修 札海道駐農在業 験場 004 札幌市豊平区羊ケ丘l

笹野 貝 北海道生乳検査協会 060 帯札酪農幌市中央区北3条西7丁目
センター

佐藤文俊 十勝農協連営農部畜産指導課 080 広市西3条南7丁目

佐藤邦忠 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

佐藤 実 普広十勝及東所北部地区農業改良 089 -37 
足足寄寄郡郡町]役足広寄場町内町北豊l条4丁目

佐藤 静 尾町農業協同組合 089 -24 広尾 尾 似市街
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

佐藤正=酪農コンサルタント 080 -24 帯広市西22条南3丁目12-9 

佐藤 忠 日本甜菜製糖(株)総合研究所 080 帯広市稲田町

佐藤幸信 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

脊戸 時 道立北見農業試験場 099 -14 常呂郡訓子府町弥生52

向島 功 062 札幌市白石区本通10丁目南7-8

島崎敬一 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

清水 弘 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

清水良彦 道立中央農業試験場 069 -13 夕張郡長沼町東6線北15号

新出陽コ 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

進藤一典 ょっ葉乳業(欄 061 -12 札幌郡広島町輪厚465-1 
リサーチセンター

四之宮重穂 063 札幌市西区山の手7-7 

白取英憲 宗谷北部地区農業改良普及所 097 稚内市こまどり 2丁目 2-3 

荘司 勇 道稚立内駐新得在所畜産試験場 081 上川郡新得町

庄司好明 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

首藤新一 061 -24 札幌市西区曙5条2丁目 7-56 

曽根章夫 北海道畜産会 001 札幌市北区北10条西4丁目

畜j甫産会浦館内
曽山茂夫 日高東部地区農業改良普及所 057 河郡河町栄丘東通り56号

須田孝雄 十勝農業協同組合連合会 080 帯広市西3条南7丁目

杉本昌仁 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

杉本亘之 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

杉村 誠 北海道大学獣医学部 060 札幌市北区北18条西9丁目

杉山英夫 北海道畜産会 001 札幌市北区北10条西4丁目

祐川金次郎 060 札畜産幌市会館中央内区北5条西15丁目

桑札幌園7"ロードハイツ1106
住田隆文 062 市南区澄川 6条4丁目 2-6 

澄川コーポ101
鈴木三義 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

鈴木康義 086 -11 標津郡中標津町丸山2丁目 3番地

T 田口重信 北海道食糧産業(欄 060 札幌市中央区北2条西7丁目

札中小幌市企豊業ビル
田鎖直澄 北海道農業試験場 004 平区羊ケ丘1

高木亮司 084 釧路市鶴野58番4493
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氏 先 郵便番号 勤務先所在地

帯広市稲田町

勤名 務

高橋潤ー|帯広畜産大学 080 

高橋圭二|道立十勝農業試験場 I 082 河西郡芽室町新生南9線2番地

高橋 健|雪印乳業(株~ I 065 札幌市東区苗穂町6丁目 1-1 

高橋興威|北海道大学農学部 I 060 札幌市北区北9条西9丁目

高橋邦男|桧山南部地区農業改良普及所 I043 -14 I奥尻郡奥尻町字奥尻
|奥尻町駐在所

高橋雅信|道立根釧農業試験場 I 086 -11 I標津郡中標津町桜ケ丘l

高橋良平|北海道網走家畜保健衛生所 I 090 北見市新生町54-2 

高橋セツ子|北海道文理科短期大学 069 江別市文京台緑町582
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武田義嗣|ホクレン釧路支所

竹花一成l酪農学園大学

竹本秀一|北海道生乳検査協会
幌延事業所

武中慎治|日本曹達(附帯広出張所

竹之内 一昭|北海道大学農学部

竹下 潔|北海道農業試験場畜産部

085 釧|路市黒金町12丁目10
農業会館内

069 江別市文京台緑町582

098 -32 I天塩郡幌延町字幌延102

080 帯広市東2条南15丁目
ぜんりん第3ビル

060 札幌市北区北9条西9丁目

004 札幌市豊平区羊ケ丘 l

竹薮昌弘l却11路中部地区農業改良普及所 I084 釧路市大楽毛127

竹内 寛|北海道農業会議 I 060 札幌市中央区北3条西6丁目

武山友彦 I(有)東戸蔦生産組合 I 089 -13 I河西郡中札内村東戸蔦

滝川明宏|北海道農業試験場 I 004 札幌市豊平区羊ケ丘 l

田村千秋|道立新得畜産試験場 I 081 上川郡新得町

田辺安一|雪印種苗株式会社 I 062 札幌市豊平区美園2条1丁目

田中正俊|道立滝川畜産試験場 I 073 滝川市東滝川735

田 中勝三郎 l日本甜菜製糖(株)総合研究所 I 080 I帯広市稲田町
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

田中義春 釧路中部地区農業改良普及所 084 釧路市大楽毛127

谷口信幸 サツラク農業室協同組合 065 札幌市東区苗穂町3丁目 3-7

総務部ゼ電算
谷口隆一 日優ンヤク(槻 065 札幌市東区北22条東9丁目

谷口哲夫 北海道立農業大学校
P 

089 -36 中川郡本別町西仙美里25-1 

寺見 裕 釧路北部地区農業改良普及所 088 -23 川上郡標茶町川上町

寺脇良悟 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

戸苅哲郎 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

富樫研治 北海道農業試験場 004 札幌市豊平区羊ケ丘l

所 和暢 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

徳富義喜 北海道家畜改良事業団 071 旭川市東鷹栖5線10号

富岡康裕 道十企北日盆北勝事東業北所部地区農業改良 089 -37 足寄郡足寄町北l条4丁目

戸尾頑明彦 及海道所大学獣医学部 060 札幌市北区北18条西9丁目

遠谷良樹 道立根釧農業試験場 086 -11 標津郡中標津町桜ケ丘

豊田修次 雪印乳業(欄札幌研究所 065 札幌市東区苗穂町6丁目 1-1 

土屋 馨 北海道畜産会 001 札幌市北区北10条西4丁目
畜山産会館内

都築軍治 渡島北部地区農業改良普及所 049 -31 越郡八雲町富士見町130

塚本 達 道立根釧農業試験場 086 -11 標津郡中標津町桜ケ丘l

恒光 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

鶴田彰吾 北海道乳牛検定協会 060 札幌市中央区北3条西7丁目
酪農センター

筒井静子 北海道文理科短期大学 069 江別市文京台緑町582

堤 義雄 005 札幌市南区真駒内柏丘

5丁付郡目10-19
U 内山寿一 雪印乳業(欄別海工場 086 -02 野 別海町別海常盤町249

内山誠一 道立根釧農業試験場 086 -11 標津郡中標津町桜ケ丘1

上田純治 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

上田義彦 060 札幌市中央区南1条西25丁目

上村俊一 道立根釧農業試験場 086 -11 標津郡中標津町桜ケ丘l

植竹勝治 北海道農業試験畜産部 004 札幌市豊平区羊ケ丘l

上山英一 北海道大学農学部 060 札幌市北区北9条西9丁目

裏 悦次 道立根釧農業試験場 086 -11 標津郡中標津町桜ケ丘l
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

浦野慎一 北海道大学環境科学研究科 060 札幌市北区北10条西5丁目

浦島 匡 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

売場利国 086 -06 野付郡別海町美原22-21

牛島純一 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

W 鷲田 BB 酪農総合研究所 060 札農幸幌市中央区北3条西7丁目
酪枝 センタ一

渡辺正雄 浜畜北産海頓別町北オホーツク
098 -57 郡浜頓別町北3-2

センター
Y 箭原信男 海道農業試験場 004 札幌市豊平区羊ケ丘l

家倉 博 朝日牧場 089 -17 広尾郡忠類村朝日211

山田 i屋 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝)11735

山田英夫 雪印乳業(株)酪農部 065 札幌市東区苗穂町6-1 -1 

山田純二 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

山田 稔 北海道拓殖短期大学 074 -12 深川市音江町広里157

山岸規昭 北海道農業試験場畜産部 004 札幌市豊平区羊ケ丘l

山路 康 釧三酪E陸3 路東部地区農業改良 088 -13 厚岸郡浜中町茶内市街3条東通り

山本史昭 及農所学園大学 069 江別市文京第緑町582

山本裕介 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

山下一夫 南後志地区農業改良普及所 048 -01 寿都黒松内町黒松内

山下忠幸 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

山内和律 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

山崎昭夫
北草道地立海道農業部産試I験部試場験

004 札幌市豊平区羊ケ丘 l

山崎 潤 滝開川発畜 場 073 滝川市東滝川735

山崎 勇 日高東部地区農業改良普及所 057 浦河郡浦河町栄丘東通56号

山崎政治 十勝中部地区農業改良普及所 089 帯広市東3条南3丁目

安江 健 北海道大学農学部 060 十札勝幌市合北同庁区舎9条内西9丁目

安井 勉 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町585

横山節麿 北海道文理科短期大学 069 江別市文京台緑町582

横内園生 北海道農業試験場畜産部 004 札幌市豊平区羊ケ丘 l

米田裕紀 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川735

米道裕弥 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町
' 
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

米内山昭和 北海学園北見大学 090 北見市北光町235

吉田則人 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

吉田 d悟 道立中央農業試験場 069 -13 夕張郡長沼町千菓子6線北15号

吉田 J同tニ1ム 十芽勝町中駐部地区農業改良普及所 082 河西郡芽室町東2条2丁目
室 在所

吉村朝陽 049 -54 虻田郡豊浦町字東雲町74-6 

芳村 工 北留萌地区農業改良普及所 098 -33 天塩郡天塩町字川口1465

吉谷川 泰 ホクレン苫小牧支所 053 苫小牧市若草町5丁目 5番

湯浅 7-EZ ヨ 酪農学園大学 069 江別市文京台緑町582

湯藤健治 道立十勝農業試験場 082 河西郡芽室町新生南9線2番地
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会報定期購読者

氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

安部直重 玉川大学農学部牧場 194 東京都町田市玉川学園6-1 -1 

有馬俊六郎 九州東海大学農学部 869 -14 熊本県阿蘇郡長陽村河陽

東 善行 北里大学獣医畜産学部 034 青森県十和田市前谷地149-2 

長谷川伸美 東北オリオン(欄 983 仙台市若林区鶴代町1-68 

干場信司 農林水産省農業工学研究所 305 つくば市観音台2-1-2

今泉英太郎
熱調鳥帯査取農情大業報学研農部究学部センター

305 つくば市大わし 1-2 

篭田勝基 680 鳥取市湖山町南4-101 

片山秀策 農林水産技術会議 100 東京都千代田区霞ヶ関 1-2 -1 

剣持 力 840 佐賀市若宮1丁目 1-4 
アカカベマンショ須ン野10千6号本

小林亮英 農林水産省草地試験場 329 -27 栃木県那須郡西那 松768

小林泰男 三重大学農学部 514 津市上浜町1515

小栗紀彦 農林水産省畜産試験場繁殖部 305 つくば市茎崎町池の台2

大谷 iit 岐阜大学農学部 501 -11 岐阜市柳戸1-1 

大森昭一朗 農林漁業金融公庫 100 東京都千代田区大手町1丁目 9-3 

関根純二郎 鳥取大学農学部 680 鳥取市湖山町南4-101 

須田久也 科研製菓(株) 103 
三横東井京浜市都本町戸中央区日本橋本町3-3 ビル

鈴木省三 244 
パークヒ塚ル区ズ品l濃棟西、i町5E0件57サ号53大-字1 

田中 進 961 福島県西白河郡 真船字

蒲日向ば62 
鳶野 保 農林養技水産省畜産試験場 305 っく 市茎崎町池の台2

飼 術部
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賛助会員名簿

員 名 |郵便番号 所メL

( 5 口)

ホクレン農業協同組合連合会 I060 

雪印乳業株式会社I065 

(4 口)

ホクレンくみあい飼料株式会社 I060 

サツラク農業協同組合 I065 

( 3 口)

北海道ホルスタイン農業協同組合 I 001 

明治乳業株式会社北海道酪農事務所 I062 

全農札幌支所I060 

( 2 口)

旭油脂株式会社I078-11 

デーリィマン社I060 

批)北海道家畜改良事業団 I004 

北海道農業開発公社 I 060 

井関農機株式会社北海道支庖 I 068 

北原電牧株式会社 I065 

森永乳業株式会社北海道酪農事務所 I003 

MSK東急機械株式会社北海道支居 I063 

ニチロ畜産株式会社 I 063 

日優ゼンヤク株式会社 I 065 

日本農産工業株式会社北海道支庖 I047 

十勝農業協同組合連合会 I 080 

株式会社内藤ビニール工業所 I060 

雪印種苗株式会社I062 

全国酪農業協同組合連合会札幌支所 I060 

住

札幌市中央区北4条西1丁目

札幌市東区苗穂町6-1 -1 

札幌市中央区北4条西1丁目

札幌市東区苗穂3丁目40番地

札幌市北区北15条西5丁目

札幌市白石区東札幌l条3丁目 5-4

札幌市中央区南 l条西10丁目

旭川市東旭川北3条5丁目

札幌市中央区北4条西13丁目

札幌市豊平区月寒東2条13丁目1-12

札幌市中央区北5条西6丁目 農地開発センター内

岩見沢市5条東12丁目

札幌市東区北19条東4丁目

札幌市白石区大谷地227-267

札幌市西区発寒6条13丁目1-48

札幌市西区西町北18丁目 1-1 

札幌市東区北22条東9丁目

小櫓市港町5番 2号

帯広市西3条南7丁目 農協連ビル

札幌市北区北8条西1丁目

札幌市豊平区美園2条 1丁目

札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター
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メ〉、
コミ 名 |郵便番号 所員 住

( 1 口)

アンリツ株式会社札幌支庖 I060 

安積漉紙株式会社札幌出張所 I062 

エーザイ株式会社札幌支庖 I 003 

富士平工業株式会社札幌営業所 I 001 

北海道日東株式会社 I 060 

北海道草地協会 I 060 

株式会社土谷製作所 I 065 

株式会社酪農総合研究所 I 060 

森永乳業株式会社札幌支庖 I003 

長瀬産業株式会社札幌出張所 I002 

日本牧場設備株式会社北海道事業部 I060 

日本配合飼料株式会社北海道支社 I060 

小野田リンカル販売株式会社 I060 

オリオン機械株式会社北海道事業部 I004 

株式会社三幸商会 I063 

札幌市中央区南大通り西5丁目 昭和ビル

札幌市豊平区平岸3条9丁目10-1 第一恵信ビル

札幌市白石区栄通4丁目 3-1 

札幌市北区北6条西6丁目 栗井ビルB

札幌市中央区北9条西24丁目 中大ビル

札幌市中央区北5条西6丁目 札通ビル

札幌市東区本町2条10丁目

札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター内

札幌市白石区大谷地227-267

札幌市北区篠路太平165-1

札幌市中央区北11条西14丁目 1-52 

札幌市中央区北l条東1丁目 明治生命ビル

札幌市中央区北3条西1丁目 ナショナルビル

札幌市豊平区平岡306-20

札幌市西区西町南16丁目 2-20 

三楽株式会社苫小牧工場 I059-13 I苫小牧市真砂町38-5
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日本畜産学会北海道支部役員

(任期:1989年 4月1日から1991年 3月31日まで〉

司(北大農〉康朝日田長部支

吉(雪印乳業〉

介(中央農試)

史(滝川畜試)

司(北大獣医)

勝(畜産会)

次(帯畜大〉

強(北農試〉

進(酪農大〉

光男(帯畜大〉

亥佐雄(天北農試)

邦彦(酪農大〉

良彦(中央農試)

誠(北大獣医)

ー(北大農)

彦(幹事)

健

秀

康

弘

正

孝

英

正

彦

山

泉

川
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村

埜

田
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水
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田
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和

金

小
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三
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杉

上

放

之(帯畜大)

一(酪農大)

裕(帯畜大)

賢二郎(道庁農政部)

舜〈酪農大)

司(新得畜試〉

男(根釧農試)

輔(ホクレン〉

昇(酪農大〉

利(家畜改良事業団)

寛

一(北大農)

弘(北大農)

三(帯畜大)

宏(北農試)

昭(酪総研)

弘

功

回
天
輝
祐

勝

主主
Eコ

陽

明

浦

藤

田

立
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滝

鷲
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員;義評

富美男(会計)キサ中

貢(北生検)

彦(庶務〉

仁(庶務)

正
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大久保
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笹事

事

臣と
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昭

日本畜産学会評議員(北海道定員11名)

司(北大獣医)
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裕(帯畜大)

次(帯畜大〉

男(帯畜大)

彦(酪農大〉
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光
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英

田

本
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島
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日本畜産学会北海道支部細則

第l条 本支部は日本畜産学会北海道支部と称し，事務所を北海道大学農学部畜産学教室に置く。ただし，

場合により支部評議員会の議を経て他の場所に移すことができる。

第2条 本支部は畜産に関する学術の進歩を図り，併せて北海道に於ける畜産の発展に資する事を目的と

する。

第3条 本支部は正会員，名誉会員，賛助会員をもって構成する。

1.正会員は北海道に在住する日本畜産学会会員と，第2条の目的に賛同するものを言う。

2..名誉会員は本支部に功績のあった者とし，評議員会の推薦により，総会において決定したも

ので，終身とする。

3.賛助会員は北海道所在の会社団体とし，評議員会の議を経て決定する。

第4条本支部は下記の事業を行なう。

1.総会 2.講演会 3.研究発表会 4. その他必要な事業

第5条本支部には下記の役員を置く。

支部長(日本畜産学会会員) 1名 副支部長 1名

評議員 若干名監事 2名

幹事 若干名

第6条支部長は会務を総理し本支部を代表する。副支部長は支部長を補佐し支部長に事故ある時は

その職務を代理する。評議員は本支部の重要事項を審議する。幹事は支部長の命を受け，会務を

処理する D 監事は支部の会計監査を行なう。

第7条 支部長，副支部長，評議員及び監事は，総会において支部会員中よりこれを選ぶ。役員選出に際

して支部長は選考委員を選び，小委員会を構成せしめる。小委員会は次期役員候補者を推薦し

総会の議を経て決定する。幹事は支部長が支部会員中より委嘱する。役員の任期は2年とし，重

任は妨げない。但し支部長及び副支部長の重任は1回限りとする。

第8条 本支部に顧問を置くことが出来る。顧問は北海道在住の学識経験者より総会で推挙する。

第9条総会は毎年l回開く。但し，必要な場合には臨時にこれを開くことが出来る。

第10条総会では会務を報告し重要事項について協議する口

第11条 本支部の収入は正会員費，賛助会員費および支部に対する寄附金等から成る。但し寄附金であ

って，寄附者の指定あるものは，その指定を尊重する。

第12条正会員の会費は年額2，000円とし，賛助会員の会費は1日以上とし， 1口の年額は5，000円とする。

名誉会員からは会費を徴収しない。

第13条 会費を納めない者及び，会員としての名誉を投損するような事のあった者は，評議員会の議を経

て除名される。

第14条本支部の事業年度は， 4月1日より 3月31日に終る。

第15条本則の変更は，総会の決議による。(昭和56年9月3日改正)
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日本畜産学会北海道支部表彰規定

第 1条 本支部は本支部会員にして北海道の畜産にかんする試験・研究およびその普及に顕著な業績をあ

げたものに対し支部大会において「日本畜産学会北海道支部賞」を贈り，これを表彰する。

第2条会員は受賞に値すると思われるものを推薦することができる。

第3条支部長は，そのつど選考委員若干名を委嘱する。

第4条受賞者は選考委員会の報告に基づき，支部評議員会において決定する。

第5条本規定の変更は，総会の決議による。

附員IJ

この規定は昭和54年10月1日から施行する。

申し合わせ事項

1.受賞候補者を推薦しようとするものは毎年3月末日までに候補者の職，氏名，対象となる業績の題

目， 2，000字以内の推薦理由，推薦者氏名を記入して支部長に提出する。

2.受賞者の決定は5月上旬開催の支部評議員会において行なう。

3.受賞者はその内容を支部大会において講演しかっ支部会報に発表するO

日本畜産学会北海道支部旅費規定

(昭和55年5月10日評議員会で決定)

旅費規程を次のように定める。

汽車賃:実費(急行または特急利用の場合はその実費〉

日当:1， 500円

宿泊料:5，000円

昭和55年度より適用する。ただし適用範囲は支部長が認めた場合に限る。
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日本畜産学会北海道支部会報第33巻第1号
会員頒布(年会費 2，000円)

1990年8月20日印刷
1990年8月25日発行

発行人 朝日田康司

発行所 日本畜産学会北海道支部

号060札幌市北区北9条西9丁目
北海道大学農学部畜産学科内

振替口座番号小樽 1-5868 

銀行口座番号 たくぎん帯広支庖

131-995320 

印刷所 富士プリント株式会社

号064札幌市中央区南16条西9丁目
電話 011-531-4711 



品質及び、生産性の向上に

ノ、ム・ソーセージ用ケーシング
ヴィスケース社

食品添加剤
グリフィスネ土

各種食肉加工機械
ソーセージ自動充填機他

ハム・ソーセージ
造りに貢献して30年

一一一タウンゼン卜社

スモークハウスー一一一アルカーキ土

ハム結設機一一一本州リーム杜

冷凍肉プレス一一一べッチャ一社

冷食用機械一一一スタイン社

その他

<0>極東貿易株式会社
食品工業部・食品機械部

本 庖:東京都千代田区大手町2-1-1(新大手町ビル)

大阪支庖:大阪市北区堂島1-6':""16(毎日大阪会館北館)

札幌支庖:札幌市中央区南 1条西 3丁目 2(大丸ピル)

官03(244)3939 

ft06 (244) 1121 

宮011(221) 3628 



FUJ・Y回 YIINDSDIENCE CO 

総合プランナー

〈主要取扱商社・商品〉

三英製作所.........例外ン各種実験台、ドラフト

柳本製作所・..........・・・・・・・ヤナコ各種分析機器

カールツアイス・・…………-ザウトリウス電子天秤

英弘精機・-…・・・…-ハーケ恒温槽、画像解析装置

オリンパス....・H ・..…・・万能顕微鏡、蛍光顕微鏡

トミー精工・・………・遠心分離器、オートクレープ.

三洋メディカ…プレハブ低温室、超低フリーザー

杉山元医理器....・H ・-水質測定機器、メタポリカ

日本電子………...・H ・..電顕・NMR、ガスマスク

千野製作所・...........テツタル記録計、制御機器

三田村理研…・・・超遠心粉砕機・超音波破壊器

ダイアヤト口ン・・・イアト口スキャン・工ツ.""，，ン己ぺット

アーンスト・ハンセン…バンステット超純水製造装置

ボシュロム・ジャパン・・-スペクト口ニック分光光度計

徳田製作所……真空蒸着装置、各種真空機器

ソフテックス……………・・・ソフトX線分析装置

北海道地区特約代理底

議委フジヤ矢野科学株式会社
札幌市東区北6条東2丁目札幌総合卸センター2号館
E L代表(011)741-1511 FAX専用(011)753-0265 

北海道産業貢献賞受賞

マルヨシフレーク飼料

乳牛、肉牛、豚配合飼料製造、販売

畜産農場、食肉、加工、販売

吉 川産業株式会社
取締役社長 士

口
EE-----E・

E
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，
 

士
口 松

本 社:紋別郡遠軽町大通北2丁目 ft01584②3121
十勝出張所:中川郡幕別町明野 20 4 ft01555④3229 
直営農場:紋別郡遠軽町向遠軽 ft01584②5313



く〉営業品目

汎用理化学機器及び装置

試験分析用機器・バイオ関連機器

計測器・理科学硝子器及加工・化学薬品

実験台・ドラフトチャンバー・汎用理化学機器東京理化器械株式会社

ヤマト科学株式会社|ザウトリウス電子天秤

共通摺合器具・分析機器・環境測定器人オリンパス顕微鏡

柴田化学器械工業株式会社|国産遠心器
高感度記録計・凶計・電導度計・温度滴定装置 |サンヨー電機・メディカ KK

東E電波工業株式会社|超低温フリーザー・プレハブ低温室

藤島科学器械株式会社
干061 札幌市豊平区月寒東2条18丁目 6番

電話 (011) 代表 852-1177

理化学器械・医科器械

22hトヨ
取扱品目 医科器械・科学機器 .ME機器・病院設備

放射線機器・メデイカルコンビューター・貿易業務・歯科器械

代表取締役 回尾延幸

本社/札幌市北区北11条西4丁目 1番地
TEL(f勺011-746-5111
FAX 011-717-0547 

支 J吉/札幌西・札幌白豊・旭川・函館・釧路・帯広・北見

室蘭・苫小牧・岩見沢・東京・仙台・茨城・埼玉

営業所/小樽・千歳・稚内・空知・千葉・神奈川・福岡

出張所/八雲・遠紋・名士・日高・多摩



新発

生体の産肉形質を測定し

肉畜飼養農家に多大の利益をもたらします

ニの高性能装置を低価格でお届けします

-電子リニア走査各種機能付 ・ACIOOV 50/60Hz 
・専用探触子 コード 3m

特長

①生体の体表から皮下脂肪の厚さ・

筋問目旨肪の厚さ・ロース芯面積を

これまでにない精度で測定し 各

種産肉形質を正確に推定できる

・肥育牛:出荷時期を決定する頃

(たとえば肥育中期)に高精度で仕

上げ時の産肉形質を予測できる

・繁殖雌牛:筋層や脂肪層を明瞭に

観察でき 産肉能力を推定できる

特に重要な産肉形質である胸最長

筋の画像解析(サシの判定)につ

いても容易に行うことができる

また月齢産次にかかわらず産肉

形質を推定できる これは種雄牛

の造成・受精卵移植などへの雌牛

の選抜に役立つ

②高性能・低コスト

スーパーアイミートは 電子リニ

ア走査による超音波測定装置で

新開発の専用 ICの採用や送信ダイ

ナミックフォーカス・受信フルレ

ンジフォー力スの採用により高画

質を得ることができ どんな場所

でも軽量・小型(重量約IOkg.)な

ので容易に移動・設置すること

ができる 各種計測機能・コメン

トの挿入機能が備えられ 画像記

録及び解析に関して必要な周辺機

器への出力端子を備えている

③容易な操作性・専用探触子

男毛した部位に流動パラフィンを

塗り 家畜(牛・豚共用)の体形

に合わせてつくられた探触子をあ

てるだけで瞬時に産肉形質を測

定できる(豚の場合は契毛は必要

なし)

FHI北海道富士平工業株式会社
本庖:札幌市北区北6条西6丁目1番14号栗井ビル干060

電話 (011)726-6576 (代表)

支庖:帯広市東 2条南 3丁目 7 十勝館ビル〒080

電話 (0155)22ー 5322(代表)
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Hannan Group 

生産から消流までの→貫体制を誇る

牛肉専門商社です;

おいしさと健康を愛する・・・あなたとわたし。

十勝食肉株式会社
本社工場干083北海道中川郡池田町字清見277-2TEL01557-2-2181 
旭川営業所 干079旭川市流通団地2条3丁目 TEL 0166-48-0023 

北
が
産
地
で
す
。

.金El...主 ι

ーー軍主~~I';璽三
TOKACHJ BEEF 

Special Ouality Beef of Hokkaido Product 

十勝牛100%スパイスビーフローストビーフ、ワインビーフ

官増真野草艶
札幌干063札幌市西区宮の沢1条4丁目7-25
営業所 TE L (011 ) 665-7077 FAX (011) 665-8916 




